
27

序
　
中
国
美
学
の
独
自
性
と
「
境
界
」
と
い
う
概
念

　
中
国
国
内
の
美
学
研
究
に
お
い
て
は
「
古
代
中
国
美
学
」
と
「
現
代
中
国
美
学
」
と
い
う
二
つ
の
主
な
研
究
領
域
が
あ
る
。
現
在
中
国
国
内
の

美
学
研
究
界
に
活
躍
し
て
い
る
研
究
者
達
の
言
論
を
上
げ
な
が
ら
具
体
的
に
見
よ
う
。

　
古
代
中
国
美
学
の
研
究
者
・
陳
望
衡
は
自
身
の
著
作
『
中
国
美
学
史
』
の
緒
論
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 

）
1
（

 

。「
中
国
美
学
は
凡

そ
古
典
形
態
と
現
代
形
態
に
分
け
ら
れ
る
。
古
典
形
態
は
先
秦
か
ら
清
王
朝
の
終
わ
り
ま
で
で
あ
る
。
古
典
形
態
の
中
国
美
学
は
西
洋
美
学
と
完

全
に
異
な
る
美
学
で
あ
る
が
、
現
代
形
態
の
美
学
は
基
本
的
に
西
洋
か
ら
移
植
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
通
常
の
い
う
中
国
美
学
は
中
国
美
学
の

古
典
形
態
を
指
し
て
い
る
。」「
中
国
美
学
」
は
「
古
典
形
態
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
時
期
的
に
「
先
秦
か
ら
清
王
朝
の
終
わ
り
ま
で
」
、
実
質
的

に
「
西
洋
美
学
と
完
全
に
異
な
る
美
学
」
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
古
典
形
態
の
中
国
美
学
こ
そ
「
中
国
美
学
」
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

西
洋
美
学
と
完
全
に
異
な
る
、
中
国
古
代
の
学
問
だ
か
ら
で
あ
る
。
陳
は
西
洋
美
学
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
西
洋
美
学
は
「
美
と
は
何
か
」
を
考

え
る
が
、
中
国
美
学
は
「
美
は
ど
こ
に
あ
る
か
」
を
考
え
る
と
述
べ
る 

）
2
（

 

。「
美
は
ど
こ
に
あ
る
か
」
に
お
い
て
、
「
美
は
意
象
に
あ
り
、
美
の

創
造
は
意
象
の
誕
生
及
び
境
界
へ
の
昇
華
と
し
て
現
れ
る
」
と
、
美
を
「
意
象
」
と
「
境
界
」
と
い
う
中
国
の
詩
論
の
概
念
と
結
び
つ
け
る 

）
3
（

 

。

中
国
美
学
に
お
け
る
詩
の
心
（
境
界
）

明
治
期
日
本
の
中
国
思
想
研
究
に
よ
る
影
響
を
中
心
に
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彼
は
英
語
のaesthetic

を
「
審
美
」
と
し
て
理
解
し
、「
審
美
」
を
「
美
お
よ
び
美
に
つ
い
て
の
感
覚
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る 

）
4
（

 

。
従
っ
て
、

中
国
美
学
の
研
究
対
象
は
、
主
に
「
美
」（beauty

）
で
あ
っ
て
、
詩
論
と
大
き
く
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

　
陳
の
指
摘
し
た
「
中
国
美
学
」
は
、
他
の
美
学
者
か
ら
見
れ
ば
、「
古
代
中
国
美
学
」
と
名
付
け
る
方
が
よ
り
妥
当
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
高
建
平
は
「
長
い
間
、
人
々
の
い
う
〝
中
国
美
学
〟
と
は
、
古
代
中
国
美
学
を
意
味
し
て
い
る
。
例
え
ば
、〝
儒
家
美
学
〟、
〝
道
家
美
学
〟

等
。」 

）
5
（

 

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
陳
の
言
う
「
中
国
美
学
」
は
、
正
確
に
言
う
と
「
古
代
中
国
美
学
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
古
代
中
国

美
学
」
に
対
し
て
、
批
判
的
な
目
を
向
け
て
い
る
研
究
者
が
多
く
存
在
す
る
。
彭
鋒
は
「
長
い
間
、
中
国
の
国
内
の
美
学
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
西

洋
の
美
学
と
無
関
係
に
自
己
繁
衍
の
状
態
を
続
け
て
き
た
」 

）
6
（

 

と
、
些
か
な
風
刺
の
口
調
で
「
古
代
中
国
美
学
」
研
究
は
世
界
の
美
学
研
究
と
全

く
接
点
を
持
っ
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
先
程
触
れ
た
高
氏
も
「
西
洋
美
学
と
対
立
す
る
、
極
め
て
純
粋
な
「
中
国
美
学
」
は
現
実
的
で
は

な
く
、
正
確
な
方
向
に
向
か
う
学
術
態
度
で
も
な
い
。」 

）
7
（

 

と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
は
中
国
美
学
研
究
の
「
古
代
に
立
ち
戻
っ
て
、
中
国
古
代
の

文
学
芸
術
理
論
の
中
か
ら
栄
養
を
吸
収
し
、
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
、
中
国
文
学
芸
術
に
相
応
し
い
理
論
を
発
展
さ
せ
る
」 

）
8
（

 

と
い
う
研
究
の
あ
り

方
自
体
が
間
違
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　
高
や
彭
等
の
研
究
者
た
ち
は
、
基
本
的
に
「
美
学
」
を
二
〇
世
紀
の
初
め
に
中
国
に
導
入
し
た
学
科aesthetics

と
見
な
し
、
そ
れ
ま
で
に
中

国
で
は
「
美
学
」
と
い
う
学
科
さ
え
も
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
古
代
中
国
美
学
」
の
研
究
す
る
「
美
学
」

は
、
世
界
に
通
用
す
るaesthetics

（
主
に
西
洋
の
国
々
）
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
「
古
代
中
国
美
学
」
と
異
な
る
美
学
研
究
を

目
指
し
、
そ
れ
を
「
現
代
中
国
美
学
」
と
名
付
け
る
。
そ
の
多
く
の
研
究
を
具
体
的
に
見
れ
ば
、
二
十
世
紀
初
期
か
ら
現
在
ま
で
西
洋
の
哲
学
と

美
学
の
理
論
の
影
響
を
受
け
、
中
国
の
美
学
者
た
ち
が
作
り
上
げ
た
独
自
の
美
学
理
論
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
心

理
学
美
学
の
影
響
を
受
け
た
「
朱
光
潜
の
美
学
理
論
」、
生
命
哲
学
の
影
響
を
受
け
た
「
宗
白
華
の
美
学
理
論
」
な
ど
。「
現
代
中
国
美
学
」
の
研

究
対
象
は
美
（beauty

）
に
限
ら
ず
、
近
代
の
西
洋
哲
学
や
心
理
学
な
ど
の
影
響
下
で
形
成
さ
れ
た
哲
学
的
美
学
及
び
心
理
学
的
美
学
理
論
で
あ
る
。

　
だ
が
、「
現
代
中
国
美
学
」
は
「
古
代
中
国
美
学
」
と
共
通
点
が
あ
る
。
高
は
「
現
代
中
国
美
学
」
の
成
立
の
過
程
を
「
中
国
独
自
の
本
土
性
」
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の
過
程
、
西
洋
美
学
の
「
中
国
化
」
の
過
程
と
見
な
し 

）
9
（

 

、
彭
氏
は
、
西
洋
美
学
で
は
な
く
、
西
洋
美
学
を
包
括
す
る
「
世
界
美
学
」
の
高
い

視
点
に
お
い
て
、
西
洋
美
学
と
対
抗
で
き
る
、
現
代
中
国
美
学
の
位
置
付
け
を
求
め
て
い
る 

）
10
（

 

。
従
っ
て
、「
現
代
中
国
美
学
」
も
「
古
代
中
国

美
学
」
と
同
じ
く
、
中
国
の
「
独
自
性
」
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
両
者
を
合
わ
せ
て
、
中
国
の
独
自
性
を
持
つ
「
中
国
美
学
」
と
し
て
見

な
し
て
よ
い
。

　
以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
中
国
美
学
」
と
い
う
の
は
中
国
独
自
の
学
問
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
独
自
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
古
代
中
国
美
学
」
研
究
と
「
現
代
中
国
美
学
」
研
究
の
両
方
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
概
念
が
あ
る
、
そ
れ
は
二
十
世
紀
初
頭
に
誕
生
し
た
詩

論
、
王
国
維
の
『
人
間
詞
話
』
に
お
け
る
中
心
的
な
概
念
「
境
界
」
で
あ
る
。
前
文
で
触
れ
た
古
代
中
国
美
学
の
研
究
者
の
陳
は
、
先
秦
か
ら
清

朝
末
期
ま
で
各
時
代
に
誕
生
し
た
重
要
な
概
念
を
順
に
上
げ
、
最
後
に
「
境
界
」
を
上
げ
そ
れ
ま
で
の
概
念
の
集
大
成
だ
と
位
置
付
け
る 

）
11
（

 

。

ま
た
前
文
に
触
れ
た
現
代
中
国
美
学
の
研
究
者
高
は
、
境
界
を
中
心
と
す
る
理
論
体
系
が
「
現
代
中
国
美
学
」
の
最
初
の
模
索
だ
と
評
価
し
て
い

る 

）
12
（

 

。

　
従
っ
て
、「
境
界
」
は
中
国
美
学
の
独
自
性
に
関
わ
る
重
要
な
概
念
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
文
は
「
境
界
」
の
分
析
を
通
じ
て
中
国
美
学
の

独
自
性
を
探
る
。

１
、「
境
界
」
の
二
つ
の
特
徴

 

　
「
境
界
」
と
い
う
概
念
は
、
王
国
維
が
一
九
〇
八
年
に
執
筆
し
た
『
人
間
詞
話
』 

）
13
（

 

に
お
け
る
中
心
的
な
概
念
で
あ
る
。『
人
間
詞

話
』 

）
14
（

 

は
、
題
名
通
り
「
詞
」 

）
15
（

 

に
つ
い
て
の
理
論
で
あ
る
。
詞
と
は
、
中
国
の
後
漢
時
代
に
誕
生
し
た
「
詩
」
よ
り
だ
い
ぶ
後
に
生
ま
れ
た
中

国
の
詩
の
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
元
々
は
晩
唐
の
時
期
に
宴
会
な
ど
の
場
で
芸
者
た
ち
に
歌
わ
れ
る
歌
の
歌
詞
と
し
て
誕
生
し
、
そ
の
後
、
作
詞

す
る
文
人
た
ち
の
創
作
に
よ
っ
て
徐
々
に
娯
楽
の
場
か
ら
離
れ
、
中
国
の
文
学
の
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
に
成
長
し
た 

）
16
（

 

。
詩
と
の
最
も
大
き
な
違
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い
は
、
文
字
表
現
の
形
式
に
お
い
て
、
詩
の
場
合
は
、
五
言
、
七
言
な
ど
、
全
篇
の
各
句
は
同
一
の
文
字
数
で
あ
る
が
、
詞
は
、
各
句
の
文
字
数

は
一
定
さ
れ
ず
、
文
字
数
の
異
な
る
句
（
三
文
字
、
五
文
字
、
七
文
字
）
が
混
在
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
長
短
句
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
『
人
間
詞
話
』
は
中
国
古
代
の
詩
話
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
、
散
文
体
に
よ
る
箇
条
書
き
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る 

）
17
（

 

。
全
体
的
に
六
十

四
則
の
短
い
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
境
界
」
は
、
全
篇
の
第
一
則
早
々
に
登
場
し
、
「
境
界
と
は
何
か
」
と
い
う
明
瞭
な
定
義
が
与
え

ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
王
国
維
は
、
第
九
則
ま
で
造
境
／
写
境
、
理
想
派
／
写
実
派
、
有
我
の
境
／
無
我
の
境
、
優
美
／
宏
壯
な
ど

「
境
界
」
と
関
連
す
る
他
の
概
念
を
幾
つ
か
上
げ
な
が
ら
説
明
を
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
第
一
則
か
ら
第
九
則
ま
で
一
つ
の
理
論
体
系
と
し
て
、「
境

界
説
（
境
界
論
）」
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
人
間
詞
話
』
は
内
容
に
お
い
て
、
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
詩
作
と
理
論
的
な
説
明
と
い
う
二
つ
の
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
第
三
則
に
お
い
て
「〝
可
け
ん
や
孤
館
に
閉
ざ
さ
れ
春
寒
し
，
杜
鵑
聲
裏
斜
陽
の
暮
。〟
は
、
有
我
の
境
な
り
」
と
「
有
我
の
境
」
を
説
明
す

る
た
め
に
詞
の
作
品
の
一
部
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
「
有
我
の
境
は
，
我
を
以
て
物
を
觀
る
，
故
に
物
皆
な
我
の
色
彩
を
著
く
」
と
、
理
論
の
説
明

を
行
う
。「
境
界
」
に
関
す
る
先
行
研
究
に
お
い
て
、
王
国
維
の
挙
げ
た
作
品
に
重
点
を
置
き
、
作
品
分
析
を
中
心
と
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
王

国
維
の
述
べ
た
理
論
に
重
点
を
置
き
、
理
論
分
析
を
中
心
と
す
る
研
究
も
あ
る
。
１
に
お
い
て
、
こ
の
二
種
類
の
先
行
研
究
に
触
れ
な
が
ら
、『
人

間
詞
話
』
の
第
一
則
か
ら
第
四
則
ま
で
の
分
析
を
行
い
、「
境
界
」
の
二
つ
の
特
徴
を
見
る
。

１
‐
１
、
言
盡
く
す
有
り
て
意
窮
ま
る
無
し
―
「
境
界
」
と
中
国
の
古
代
詩
論

　
『
人
間
詞
話
』
第
一
則
で
あ
る
。

一
、
詞
は
境
界
を
以
て
最
上
と
爲
す
。
境
界
有
れ
ば
則
ち
自
ら
高
格
を
成
し
、
自
ら
名
句
有
り
。
五
代
、
北
宋
の
詞
獨
り
絕
す
る
所
以
は
此

に
在
り 

）
18
（

 

。
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こ
の
第
一
則
は
、『
人
間
詞
話
』
の
草
稿
（
人
間
詞
話
手
稿 

）
19
（

 

）
で
も
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
だ
が
、
順
番
は
草
稿
の
第
一
則
で
は
な
く
、

第
三
十
一
則
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
十
一
の
と
こ
ろ
に
「
一
」
と
い
う
表
示
が
王
国
維
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
『
人
間
詞
話
』

の
構
想
段
階
に
お
い
て
は
、
王
国
維
が
三
十
則
を
完
成
し
た
後
に
漸
く
「
境
界
」
と
い
う
概
念
に
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ

ま
で
の
三
十
則
は
、
具
体
的
な
詞
の
作
品
を
挙
げ
な
が
ら
評
価
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。「
境
界
」
は
王
国
維
の
実
際
の
作
品
の
分
析
に
基
づ
い

て
得
ら
れ
た
概
念
だ
と
十
分
考
え
ら
れ
る
。「
境
界
」
を
理
解
す
る
に
は
、
彼
の
挙
げ
た
作
品
を
詳
し
く
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
程
触

れ
た
よ
う
に
、『
人
間
詞
話
』
に
関
す
る
研
究
は
、
作
品
分
析
を
重
視
す
る
も
の
と
理
論
分
析
を
重
視
す
る
も
の
と
二
つ
分
か
れ
て
い
る
。
執
筆

者
は
前
者
の
方
が
よ
り
境
界
の
本
質
を
捉
え
て
い
る
と
判
断
し
、
本
論
文
も
王
国
維
の
挙
げ
て
い
る
作
品
を
十
分
に
重
視
し
た
い
。

　
再
び
『
人
間
詞
話
』
に
立
ち
戻
っ
て
、
第
二
則
を
見
よ
う
。
成
稿
の
第
二
則
は
、
草
稿
の
三
十
二
則
で
、「
三
」
と
い
う
文
字
が
付
け
加
え
て

い
る
。
つ
ま
り
、
草
稿
の
段
階
で
は
、
三
十
二
則
を
第
三
則
に
す
る
予
定
で
あ
っ
て
、
第
二
則
に
し
た
い
も
の
は
別
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
草
稿

の
第
四
十
五
則
で
あ
る
。
第
四
十
五
則
に
王
国
維
が
「
二
」
と
付
け
加
え
て
い
た
。
草
稿
の
段
階
で
は
、
第
四
十
五
則
は
、
成
稿
の
第
二
則
と
予

定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
草
稿
の
第
四
十
五
則
の
重
要
性
が
伺
え
る
。

　
前
文
で
触
れ
た
よ
う
に
、
第
一
則
か
ら
第
九
則
ま
で
は
境
界
が
説
明
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
体
系
と
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
第
九
則
は
、
第
一
則

か
ら
第
八
則
ま
で
の
境
界
に
関
す
る
説
明
を
締
め
く
く
る
と
い
う
纏
め
役
を
担
っ
て
い
る
。
元
々
第
二
則
と
想
定
し
て
、
結
果
的
に
境
界
論
の
全

体
の
纏
め
役
と
し
て
の
第
九
則
は
、
第
二
則
よ
り
も
重
要
だ
と
言
え
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
草
稿
の
分
析
を
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
傾

向
が
あ
る
。
本
論
文
は
、
草
稿
の
分
析
も
視
野
に
入
れ
、
草
稿
か
ら
成
稿
ま
で
の
「
境
界
」
の
形
成
過
程
に
注
目
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
成
稿

の
第
二
則
の
前
に
、
ま
ず
第
九
則
（
草
稿
の
第
四
十
五
則
）
を
詳
し
く
見
よ
う
。

　
　

　

　
氣
質
を
言
い
、
神
韻
を
言
い
、
ど
ち
ら
も
境
界
を
言
う
こ
と
に
及
ば
ぬ
。
境
界
は
本
な
り
。
氣
質
、
格
律
、
神
韻
は
末
な
り
。
境
界
が
あ

れ
ば
、
三
者
之
に
随
う
。 

）
20
（
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成
稿
に
お
い
て
は
、
王
国
維
を
こ
の
四
十
五
則
を
七
十
九
則
と
合
体
さ
せ
、
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
第
九
則
に
置
い
た
。
そ
れ
は

　
九
、
嚴
滄
浪
《
詩
話
》
に
謂
う：

〝
盛
唐
諸
公
，
唯
だ
興
趣
に
在
る
の
み
。
羚
羊
角
を
挂
け
，
迹
を
求
む
可
き
無
し
。
故
に
其
の
妙
處
，

透
澈
玲
瓏
，
湊
拍
す
可
か
ら
ず
。
空
中
の
音
、
相
中
の
色
、
水
中
の
影
、
鏡
中
の
象
の
如
く
，
言
盡
く
す
有
り
て
意
窮
ま
る
無
し
。〟
余
謂

え
ら
く
北
宋
以
前
の
詞
も
復
た
是
の
如
し
。
然
ら
ば
滄
浪
の
所
謂
〝
興
趣
〟，
阮
亭
の
所
謂
〝
神
韻
〟
は
，
猶
其
の
面
目
を
道
う
に
過
ぎ
ず
；

鄙
人
の
拈
出
せ
し
〝
境
界
〟
の
二
字
の
其
の
本
を
探
る
と
爲
す
に
若
か
ざ
る
な
り 

）
21
（

 

。

　
草
稿
は
「
気
質
」、「
格
律
」、「
神
韻
」
な
ど
中
国
の
古
典
詩
論
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
概
念
を
挙
げ
た
が
、
誰
の
作
っ
た
概
念
な
の
か
を
説

明
し
な
か
っ
た
。
だ
が
、
成
稿
に
お
い
て
、
宋
代
の
二
人
の
詩
論
家
厳
滄
浪
（
厳
羽
）
と
阮
亭
（
王
士
禎
）
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
論
に
お
い
て
作
っ

た
重
要
な
概
念
「
興
味
」
と
「
神
韻
」
を
具
体
的
に
上
げ
て
い
る
。
中
国
古
代
の
詩
、
及
び
詩
論
の
研
究
家
で
あ
る
葉
嘉
瑩
は
、
厳
羽
の
「
興
味
」

と
王
士
禎
の
「
神
韻
」
の
両
概
念
を
比
べ
て
、
前
者
は
後
者
の
理
論
的
な
源
泉
で
、
後
者
は
前
者
に
対
す
る
理
解
は
不
完
全
で
あ
る
た
め
、
前
者

「
興
味
」
の
方
が
よ
り
も
詩
の
本
質
的
な
部
分
を
全
面
的
に
捉
え
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る 

）
22
（

 

。「
興
味
」
は
嚴
羽
が
詩
論
『
滄
浪
詩
話
』
に
お

い
て
作
り
上
げ
た
中
心
的
な
概
念
で
あ
る
。
第
九
則
で
、
王
国
維
は
『
滄
浪
詩
話
』
の
引
用
を
し
て
い
る
。『
滄
浪
詩
話
』
は
『
人
間
詞
話
』
全

篇
に
お
い
て
最
も
長
く
引
用
さ
れ
た
中
国
古
代
の
詩
論
で
あ
る
。
厳
羽
は
『
滄
浪
詩
話
』
に
お
い
て
、
唐
代
の
詩
が
優
れ
て
い
る
理
由
は
「
興
趣
」

が
あ
る
か
ら
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
王
国
維
は
そ
れ
に
見
習
う
よ
う
に
、
先
程
触
れ
た
『
人
間
詞
話
』
の
第
一
則
に
お
い
て
、
唐
の
後
の
五
代
と

北
宋
の
詞
が
優
れ
て
い
る
理
由
は
「
境
界
」
が
あ
る
か
ら
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　
「
羚
羊
角
を
挂
け
」
と
い
う
の
は
四
文
字
術
語
で
羚
羊
は
天
敵
に
襲
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
夜
寝
る
時
、
角
を
木
に
か
け
て
体
が
宙
吊
り
と
な
っ

て
寝
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
足
あ
と
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
も
含
め
て
「
空
中
の
音
、
相
中
の
色
、
水
中
の
影
、
鏡
中
の
象
」
な
ど
の
比

喩
は
、
全
て
「
言
盡
く
す
有
り
て
意
窮
ま
る
無
し
（
言
有
盡
而
意
無
窮
）」
と
い
う
文
を
説
明
す
る
た
め
で
あ
る
。
「
言
盡
く
す
有
り
て
意
窮
ま
る
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無
し
」
と
い
う
の
は
、
厳
羽
の
最
も
言
い
た
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
王
国
維
の
最
も
賛
成
す
る
嚴
羽
の
言
葉
で
も
あ
る
。
王
国
維
は
嚴
羽
の
「
興
味
」

と
異
な
る
「
境
界
」
と
い
う
概
念
を
提
起
し
た
が
、
基
本
的
に
彼
も
嚴
羽
の
求
め
て
い
る
「
言
葉
が
尽
き
る
が
意
味
が
窮
ま
り
な
し
」
と
い
う
詩

の
持
つ
べ
き
効
果
を
求
め
て
い
る
。

　
前
文
で
触
れ
た
葉
嘉
瑩
は
、
王
国
維
に
関
し
て
最
も
多
く
の
研
究
を
重
ね
て
き
た
一
人
の
研
究
者
で
も
あ
る
。
葉
は
王
国
維
の
「
境
界
」
は
、

厳
羽
の
「
興
味
」
と
王
士
禎
の
「
神
韻
」
を
受
け
継
い
だ
も
の
だ
と
判
断
し
、「
境
界
」
と
両
者
の
共
通
点
に
お
い
て
「「
心
」
が
「
物
」
を
感
じ

る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
一
種
の
「
感
受
作
用
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
だ
」
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、「
心
」
が
「
物
」
を
感
じ
る
こ

と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
一
種
の
「
感
受
作
用
」」
の
発
生
、
及
び
そ
の
感
受
作
用
に
対
す
る
重
視
は
、
中
国
の
古
代
の
詩
論
に
お
い
て
長

い
伝
統
を
持
っ
て
い
る
と
葉
が
主
張
す
る
。 

）
23
（

 

葉
は
「
境
界
」
を
中
国
伝
統
的
な
詩
論
の
延
長
線
に
あ
る
概
念
だ
と
見
な
し
、
そ
の
概
念
を
分

析
す
る
に
は
中
国
の
古
代
詩
論
を
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う 

）
24
（

 

。
詩
学
者
の
葉
と
同
じ
考
え
を
持
つ
美
学
者
が
い
る
。
美
学
者
の
葉
朗

は
二
〇
世
紀
の
六
〇
年
代
に
お
い
て
王
国
維
の
「
境
界
説
」
は
、
厳
羽
の
「
興
味
説
」
と
王
士
禎
の
「
神
韻
説
」
の
延
長
線
に
あ
る
が
、
彼
ら
の

説
よ
り
明
確
で
あ
る
た
め
よ
り
進
歩
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た 

）
25
（

 

。

　
従
っ
て
、「
言
葉
が
尽
き
る
が
意
味
が
窮
ま
り
な
し
」
と
い
う
の
は
、
王
国
維
が
掬
い
出
し
た
中
国
の
古
代
の
詩
論
に
お
け
る
重
要
な
観
点
で

あ
ろ
う
。
詞
に
お
け
る
「
言
」
と
「
意
」
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
言
」
と
は
「
言
葉
」
で
あ
っ
て
、「
意
」
と
は
言
葉
に
よ
っ
て
伝
え
る

「
意
味
」
と
し
て
理
解
で
き
る
。
従
っ
て
、「
境
界
」
の
一
つ
の
特
徴
は
、「
限
界
の
あ
る
言
葉
に
よ
っ
て
無
限
な
意
味
が
伝
え
ら
れ
る
も
の
」
だ

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
‐
２
、
我
が
物
を
「
観
る
」
―
「
境
界
」
と
西
洋
哲
学
美
学
理
論

　
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
、『
人
間
詞
話
』
の
第
九
則
で
王
国
維
は
、
厳
羽
の
「
興
趣
」
な
ど
は
「
末
」
で
あ
っ
て
「
境
界
」
こ
そ
は
「
本
」
だ
と

自
信
を
持
っ
て
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
境
界
」
と
い
う
言
葉
は
「
興
味
」
と
い
う
言
葉
よ
り
も
「
限
界
の
あ
る
言
葉
に
よ
っ
て
無
限
な
意
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味
が
伝
え
ら
れ
る
も
の
」
と
い
う
意
味
を
完
全
に
表
せ
る
名
称
で
あ
る
。
王
国
維
は
な
ぜ
「
境
界
」
と
い
う
言
葉
に
こ
だ
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

成
稿
に
戻
っ
て
第
二
則
を
見
よ
う
。

　
二
、
造
境
有
り
，
寫
境
有
り
，
此
れ
〝
理
想
〟
と
〝
寫
實
〟
の
二
派
の
由
り
て
分
か
る
る
所
。
然
れ
ど
も
二
者
頗
る
分
別
し
難
し
。
大
詩

人
の
造
り
し
所
の
境
，
必
ず
自
然
に
合
す
る
に
因
り
，
寫
せ
し
所
の
境
も
，
亦
た
必
ず
理
想
に
鄰
す
、
故
あ
る
な
り
。 

）
26
（

 

　
王
国
維
自
身
は
詞
人
で
生
涯
一
一
五
首
の
詞
を
作
っ
た 

）
27
（

 

。「
造
る
」
、「
写
す
」
と
い
う
二
つ
の
動
詞
か
ら
王
国
維
の
詞
人
と
い
う
創
作
側
の

視
点
を
伺
え
る
。「
造
る
」
と
「
写
す
」
と
い
う
二
つ
の
方
法
で
「
境
界
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
の
詩
人
は
「
理
想
派
」
で
、
後
者
の

詩
人
は
「
写
実
派
」
で
あ
る
。「
理
想
派
」
と
「
写
実
派
」
と
い
う
の
は
、
詩
の
創
作
者
で
は
な
く
、
詩
の
評
価
者
と
い
う
立
場
に
よ
る
評
価
的

な
概
念
で
あ
る
。
こ
の
第
二
則
で
は
、
王
国
維
の
詞
の
評
価
者
と
い
う
視
点
も
現
れ
て
い
る
。
『
人
間
詞
話
』
は
王
国
維
の
創
作
者
と
評
価
者
の

二
つ
の
視
点
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
だ
と
分
か
る
。

　
「
理
想
派
」
で
あ
っ
て
も
、
大
詩
人
の
「
造
っ
た
」
境
界
は
必
ず
「
自
然
」
に
合
う
し
、
「
写
実
派
」
で
あ
っ
て
も
、
大
詩
人
の
「
写
し
た
」

境
界
は
必
ず
「
理
想
」
に
近
い
と
い
う
。
王
国
維
は
、
造
る
と
き
に
も
写
す
契
機
が
、
写
す
と
き
に
も
造
る
契
機
が
必
ず
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
王
国
維
の
言
い
た
い
こ
と
は
「
造
る
」
と
「
写
す
」、
及
び
「
理
想
派
」
と
「
写
実
派
」
と
い
う
二
対
の
概
念
に
よ
る
二
元
論
的
な
対

立
よ
り
、
む
し
ろ
「
造
り
し
所
の
境
必
ず
自
然
に
合
す
る
」、「
寫
せ
し
所
の
境
も
亦
た
必
ず
理
想
に
鄰
す
」
と
い
う
一
元
論
的
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。

　
「
造
る
」
と
「
写
す
」
を
次
の
第
三
則
と
結
び
つ
け
て
考
え
た
い
。
第
一
、
二
と
比
べ
て
や
や
長
い
第
三
則
は
「
有
我
の
境
」
と
「
無
我
の
境
」

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。「
有
我
の
境
」
と
「
無
我
の
境
」
は
「
境
界
説
」
に
関
す
る
研
究
の
中
で
最
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
二
つ
の
概
念
で

あ
る
。



35

三
、
有
我
の
境
有
り
，
無
我
の
境
有
り
。〝
淚
眼
も
て
花
に
問
う
も
花
語
ら
ず
，
亂
紅
飛
び
過
ぎ
，
秋
千
に
去
る
。
〟
〝
可
け
ん
や
孤
館
に
閉

ざ
さ
れ
春
寒
し
，
杜
鵑
聲
裏
斜
陽
の
暮
。〟
は
、
有
我
の
境
な
り
。〝
菊
を
采
る
東
籬
の
下
，
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
。〟 〝
寒
波
澹
澹
と
し

て
起
こ
り
，
白
鳥
悠
悠
と
し
て
下
る
。〟
は
、
無
我
の
境
な
り
。
有
我
の
境
は
，
我
を
以
て
物
を
觀
る
，
故
に
物
皆
な
我
の
色
彩
を
著
く
。

無
我
の
境
は
，
物
を
以
て
物
を
觀
る
，
故
に
何
者
の
我
爲
り
，
何
者
の
物
爲
る
や
を
知
ら
ず
。
古
人
詞
を
爲
る
に
，
寫
し
て
我
の
境
有
る
者
、

多
と
爲
す
，
然
ば
未
だ
始
め
よ
り
無
我
の
境
を
寫
す
能
わ
ざ
る
な
り
，
此
れ
豪
傑
の
士
に
在
り
て
能
く
自
ら
樹
立
す
る
の
み 

）
28
（

 

。 

　
第
三
則
に
お
い
て
、
ま
ず
「
境
界
」
を
細
分
化
す
る
。「
我
の
あ
る
境
界
（
有
我
の
境
）
」
と
「
我
の
な
い
境
界
（
無
我
の
境
）」
と
い
う
二
種

類
に
分
け
ら
れ
る
。「
有
我
の
境
」
と
「
無
我
の
境
」
の
説
明
は
、
ま
ず
実
際
の
詞
の
例
に
よ
っ
て
説
明
し
、
そ
し
て
言
葉
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。

　
「
有
我
の
境
」
に
お
い
て
、
我
を
以
て
物
を
観
る
と
、
物
は
我
の
色
を
著
く
、
有
我
の
境
と
な
る
。
「
我
を
以
て
物
を
観
る
」
と
い
う
部
分
は
、

草
稿
に
は
な
く
、
成
稿
の
段
階
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
我
」
と
「
物
」
の
間
に
「
観
る
」
と
い

う
動
詞
に
よ
っ
て
関
係
づ
け
ら
れ
る
。
王
国
維
自
身
歴
史
的
に
「
有
我
の
境
」
が
「
無
我
の
境
」
に
先
行
す
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、「
境
界
」

を
理
解
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
本
稿
で
は
「
有
我
の
境
」
の
検
討
を
行
う
。

　
「
有
我
の
境
」
と
「
無
我
の
境
」
は
境
界
説
に
お
い
て
、
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
対
概
念
で
あ
る
。
前
文
で
触
れ
た
葉
嘉
瑩
、
及
び
も
う
一
人

の
多
く
の
研
究
を
重
ね
て
き
た
王
国
維
研
究
者
、
仏
雛
は
「
有
我
の
境
」
に
つ
い
て
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
そ
の
後
の
第
四
則
に
お
い
て
王
国
維
は
「
無
我
の
境
」
と
「
有
我
の
境
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
優
美
」
と
「
宏
壯
」

と
結
び
つ
け
た
か
ら
で
あ
る
。
第
四
則
は
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
四
、
無
我
の
境
，
人
惟
だ
靜
中
に
於
い
て
の
み
之
を
得
。
有
我
の
境
，

動
由
り
靜
に
之
く
の
時
に
於
い
て
之
れ
を
得
。
故
に
一
は
優
美
，
一
は
宏
壯
な
り
。」 

）
29
（

 

　
葉
嘉
瑩
は
王
国
維
の
文
章
「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
及
び
そ
の
教
育
学
説
」
（
一
九
〇
五
）
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
「
物
は
直
接
に
我
の

意
志
に
利
せ
ず
、
意
志
が
破
裂
さ
れ
、
唯
そ
の
理
念
を
認
識
し
瞑
想
す
る
も
の
は
謂
く
壮
美
の
感
情
で
あ
る
」
に
基
づ
き
、「
有
我
の
境
」 

）
30
（

 

は
「
人
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が
我
と
い
う
意
志
を
有
し
、
外
物
と
あ
る
種
の
対
立
の
関
係
を
持
つ
時
の
境
界
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る 

）
31
（

 

。
仏
雛
は
、
第
四
則
の
「
有
我
の
境
」

に
つ
い
て
「
静
か
ら
動
へ
と
変
わ
っ
た
時
に
得
ら
れ
る
」
と
い
う
説
明
に
注
目
し
、
「
有
我
の
境
」
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
抒
情
詩
に
お
け

る
「
欲
望
の
圧
迫
」
と
「
平
和
的
静
観
」
の
対
立
と
交
代
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
だ
と
主
張
す
る
。 

）
32
（

 

　
し
か
し
、
近
年
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
王
国
維
研
究
者
の
羅
鋼
は
、
二
〇
〇
六
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
に
お
い
て
、
王
国
維
の
「
有
我
の
境
」

と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
い
う
「
崇
高
」
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
と
分
析
す
る
。
具
体
的
に
前
者
は
、「
有
我
の
境
」
で
「
我
を
持
っ

て
物
を
観
る
」
と
い
う
、
我
か
ら
物
へ
と
働
く
が
、
後
者
は
（
数
量
、
力
量
の
持
つ
）
物
か
ら
我
へ
と
働
く
（
圧
迫
） 

）
33
（

 

。
羅
鋼
は
「
有
我
の
境
」

と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
抒
情
性
文
学
の
理
論
と
関
係
す
る
と
主
張
す
る 

）
34
（

 

。
二
〇
〇
九
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
、
王
国
維
の
「
境
界
説
」

は
中
国
の
伝
統
的
な
詩
論
を
全
く
無
視
し
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
認
識
美
学
の
「
直
観
説
」
の
完
全
な
応
用
だ
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

主
な
根
拠
は
、「
我
が
物
を
観
る
」
の
「
観
る
」
と
い
う
の
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
直
観
」
だ
か
ら
と
い
う
観
点
で
あ
る 

）
35
（

 

。
羅
鋼
は
「
境

界
」
の
誕
生
が
中
国
古
代
の
詩
学
を
進
歩
さ
せ
た
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
中
国
伝
統
的
な
詩
学
を
断
絶
さ
せ
た
と
、
『
人
間
詞
話
』
に
対
し
て
否
定

的
な
目
線
を
向
け
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
羅
鋼
の
著
作
『
伝
統
的
幻
象：

跨
文
化
语
境
中
的
王
国
維
詩
学
』
の
出
版
に
よ
っ
て
、
現
在
、
そ
の
主

張
に
抵
抗
す
る
研
究
が
現
れ
て
い
た
が
、
そ
の
研
究
で
さ
え
も
「
羅
氏
の
著
作
の
後
、
王
国
維
の
某
概
念
は
中
国
の
も
の
だ
と
あ
ま
り
大
き
な
声

で
言
え
な
く
な
っ
た
」
と
羅
の
主
張
の
大
き
な
影
響
力
を
認
め
て
い
る 

）
36
（

 

。

　
「
有
我
の
境
」
に
関
し
て
、
以
上
に
触
れ
た
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
の
影
響
を
主
張
す
る
研
究
以
外
に
、
二
つ
の
重
要
な
研
究
も
あ
っ

た
。
一
つ
は
朱
光
潜
の
リ
ッ
プ
ス
心
理
学
美
学
の
「
移
情
作
用
」
と
見
な
す
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
肖
鷹
の
シ
ラ
ー
の
「
感
傷
的
文
学
」
と
見
な

す
も
の
で
あ
る
。

　
前
者
の
朱
の
研
究
は
具
体
的
に
、「
我
が
事
物
に
集
中
す
る
時
に
、
瞬
時
に
物
と
我
の
違
い
を
忘
れ
、
物
と
我
が
同
一
と
な
る
。
し
た
が
っ
て

私
の
情
趣
は
物
に
移
し
、
言
い
換
え
れ
ば
、
移
情
作
用
は
死
物
の
生
命
化
或
い
は
無
情
な
事
物
の
有
情
化
で
あ
る
。」 

）
37
（

 

朱
は
王
国
維
の
い
う
「
有

我
の
境
」
は
「
我
を
忘
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
「
忘
我
」
の
状
況
な
の
で
、「
有
我
」
と
い
う
名
前
よ
り
む
し
ろ
「
無
我
」
の
方
が
適
切
だ
と
い
う
。
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朱
の
主
張
に
対
し
て
、
そ
の
後
の
研
究
に
お
い
て
批
判
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
「
有
我
の
境
」
と
「
移
情
作
用
」
の
類
似
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
類
似
点
と
い
う
の
は
、
先
程
触
れ
た
よ
う
に
「
我
か
ら
物
に
働
く
」
と
い
う
方
向
性
に
お
い
て
「
有
我
の
境
」
と
「
移
情
作
用
」
は
確
か
に

共
通
し
て
い
る 

）
38
（

 

。

　
後
者
の
肖
の
研
究
は
具
体
的
に
「
シ
ラ
ー
に
よ
る
理
想
の
無
限
的
な
境
界
と
有
限
的
な
自
然
の
境
界
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
自
然
を
理
想
の
表
現

と
し
、
有
限
な
対
象
を
無
限
な
境
界
に
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。」 

）
39
（

 

つ
ま
り
、
第
三
則
の
「
有
我
の
境
」
を
第
二
則
の
「
造
る
」
と
「
理
想
派
」

と
結
び
つ
け
て
解
釈
し
て
い
る
。

　
以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
リ
ッ
プ
ス
心
理
美
学
の
「
移
情
作
用
」
と
シ
ラ
ー
の
「
感
傷
的
文
学
」
と
の
共
通
点
を
指
摘
し
た
研
究
以
外
、
多

く
の
研
究
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
境
界
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
美
学
の
関
連
性
を
探
し
て
き
た
。
「
境
界
」
を
中
国
古
代
詩
論
の
集
大
成

と
見
な
し
て
い
る
葉
で
さ
え
も
境
界
論
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
思
想
と
の
関
連
性
を
認
め
て
い
る
。
羅
鋼
に
至
っ
て
、
王
国
維
の
思
想
と

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
思
想
の
細
部
の
と
こ
ろ
ま
で
比
較
研
究
が
行
き
届
い
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
美
学
の
関
係
性
が
よ
り
確
信
的

に
な
っ
た
と
言
え
る
。
従
っ
て
、「
境
界
」
は
西
洋
美
学
の
不
完
全
消
化
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
概
念
で
、
当
然
中
国
の
独
自
性
を
持
た
な
い
概
念

と
さ
れ
て
い
る
。

２
、「
境
界
」
の
形
成
と
明
治
期
の
日
本
の
中
国
思
想
研
究

　
以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
今
ま
で
の
主
な
研
究
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
「
有
我
の
境
」
と
西
洋
の
哲
学
美
学
理
論
の
関
連
性
を
探
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
重
要
な
点
を
見
落
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
王
国
維
が
哲
学
研
究
に
志
し
た
時
、
意
欲
的
に
学
習
し
、
翻
訳
し
た
日
本

明
治
期
の
学
者
達
の
哲
学
思
想
や
心
理
学
思
想
な
ど
の
王
国
維
の
境
界
論
に
与
え
た
影
響
が
看
過
さ
れ
て
き
た
点
で
あ
る 

）
40
（

 

。
一
九
〇
八
年
の
『
人

間
詞
話
』
の
執
筆
ま
で
に
は
、
王
国
維
は
日
本
の
明
治
期
に
出
版
さ
れ
た
哲
学
心
理
学
倫
理
学
の
専
門
書
を
翻
訳
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
学
問
の
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総
合
的
な
独
学
を
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
王
国
維
の
精
読
し
た
日
本
の
明
治
期
の
哲
学
心
理
学
専
門
書
の
数
は
二
十
一
冊
に
も
及
ぶ 

）
41
（

 

。
前

文
で
触
れ
た
羅
鋼
は
王
国
維
の
最
初
に
触
れ
た
西
洋
哲
学
理
論
書
は
、
一
九
〇
二
年
に
読
ん
だ
パ
ウ
ル
ゼ
ン
のEinleitung in die Philosophie

（
哲

学
概
論
）
の
英
語
版
で
、
王
国
維
の
哲
学
思
想
に
啓
蒙
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、
王
国
維
の
父
親
（
王
乃
誉
）
が
一
九

〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
二
年
ま
で
に
書
か
れ
た
日
記
に
基
づ
く
筆
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
王
国
維
の
最
初
に
触
れ
た
西
洋
哲
学
の
理
論
書
は
一
九
〇

二
年
三
月
に
大
阪
で
手
に
入
れ
た
桑
木
厳
翼
の
『
哲
学
概
論
』（
一
九
〇
一
年
）
で
、
パ
ウ
ル
ゼ
ン
の
著
作
（Einleitung in die Philosophie

）

は
桑
木
の
『
哲
学
概
論
』
の
二
十
四
頁
に
書
か
れ
て
い
る
読
者
に
勧
め
る
著
作
で
あ
っ
た 

）
42
（

 

。
本
論
文
は
、
王
国
維
の
思
想
と
西
洋
思
想
の
間

に
存
在
す
る
明
治
期
の
日
本
の
思
想
に
注
目
し
た
い
。

　
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
八
年
ま
で
彼
の
翻
訳
し
た
明
治
の
日
本
の
学
者
の
中
国
哲
学
に
関
す
る
著
作
と
論
文
は
数
多
く
存
在
し
た 

）
43
（

 

。
彼

は
明
治
時
代
の
日
本
の
学
者
た
ち
の
西
洋
思
想
の
研
究
で
は
な
く
、「
中
国
思
想
の
研
究
」
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
今
ま
で
の
研
究
者
は
、

彼
の
西
洋
哲
学
の
研
究
ば
か
り
注
目
し
て
き
た
が
、
本
論
文
は
彼
の
「
中
国
哲
学
思
想
」
に
対
す
る
理
論
化
の
作
業
に
注
目
し
た
い
。

２
‐
１
、
認
識
論
に
基
づ
く
荀
子
の
「
天
官
論
」

　
王
国
維
の
最
初
の
哲
学
に
触
れ
る
文
章
は
、
一
九
〇
三
年
の
「
哲
学
辯
惑
」
で
あ
る
。「
哲
学
辯
惑
」
は
、
当
時
日
本
か
ら
中
国
に
伝
わ
っ
て

き
た
「
哲
学
（
原
語：
philosophy

）」
と
い
う
概
念
の
正
し
い
理
解
、
つ
ま
り
正
し
く
定
義
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
目
的
を
説
明
す
る
際
に
、
王
国
維
は
「
概
念
を
定
義
す
る
」
と
い
う
、
当
時
の
彼
に
す
で
に
馴
染
ん
で
い
る
西
洋
の
哲
学
思
想
の
用
語
を
使
わ

ず
に
、「
正
名
（
名
を
正
す
）」
と
い
う
元
々
中
国
の
伝
統
的
な
儒
学
思
想
に
あ
る
用
語
を
使
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
儒
学
思
想
に
あ
る
「
正
名
」

と
い
う
用
語
の
「
名
」
と
「
正
す
」
を
そ
れ
ぞ
れ
西
洋
思
想
の
「
概
念
」
と
「
定
義
す
る
」
と
理
解
し
て
い
る 

）
44
（

 

。
哲
学
研
究
の
出
発
点
に
立
っ

て
い
る
王
国
維
は
、
西
洋
の
哲
学
概
念
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
中
国
の
哲
学
概
念
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
哲
学
辨
惑
」

の
最
後
で
王
国
維
は
西
洋
哲
学
を
学
ぶ
必
要
性
を
述
べ
る
際
に
も
、
再
び
中
国
哲
学
と
の
関
連
性
を
強
調
す
る
。
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我
が
国
の
古
書
は
お
お
む
ね
繁
散
に
し
て
紀
無
し
、
殘
缺
に
し
て
全
か
ら
ず
，
真
理
あ
り
と
雖
も
尋
繹
ぬ
る
に
易
か
ら
ず
，
西
洋
哲
學
の

系
統
燦
然
、
步
履
嚴
整
た
る
者
を
視
る
を
以
て
，
其
の
形
式
上
の
孰
れ
か
優
れ
り
孰
れ
か
劣
れ
る
や
，
固
よ
り
自
か
ら
掩
う
べ
か
ら
ず
。（
略
）

苟
く
も
西
洋
の
哲
學
を
通
じ
、
以
て
吾
國
の
哲
學
を
治
む
れ
ば
、
則
ち
其
の
得
る
所
、
當
此
に
止
ま
ら
ざ
る
べ
し
。
異
日
吾
國
固
有
の
哲
學

を
昌
大
す
る
者
は
、
必
ず
西
洋
哲
學
に
深
通
す
る
人
に
在
る
こ
と
疑
い
無
き
な
り 

）
45
（

 ｡

　　
中
国
哲
学
は
西
洋
哲
学
と
比
べ
て
系
統
と
秩
序
が
欠
け
て
い
る
た
め
、「
真
理
」
が
存
在
し
て
も
見
つ
か
り
に
く
い
。
西
洋
哲
学
を
通
じ
て
、

中
国
哲
学
の
「
真
理
」
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
王
国
維
の
目
指
す
も
の
は
、「
吾
国
固
有
の
哲
学
を
昌
大
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
彼
の
西
洋
哲
学
の
研
究
は
、
中
国
思
想
の
「
真
理
」
を
見
つ
け
出
す
た
め
の
道
具
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
彼
の
「
哲
学
辯
惑
」
の

翌
年
か
ら
行
わ
れ
た
研
究
か
ら
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
九
〇
四
年
に
「
釈
理
」、「
論
性
」
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
理
」
と
「
性
」
と

い
う
中
国
儒
学
思
想
の
重
要
な
概
念
を
西
洋
の
哲
学
、
倫
理
学
の
角
度
か
ら
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
哲
学
的
な
意
味
と
倫
理
学
的
な
意
味
を

分
離
さ
せ
て
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
い
る 

）
46
（

 

。
　

　
だ
が
、
中
国
哲
学
に
本
当
に
「
真
理
」
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
真
理
を
西
洋
の
哲
学
を
通
じ
て
見
つ
け
出
す
こ
と
が
ど
う
し

て
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
哲
学
研
究
を
志
し
た
ば
か
り
の
王
国
維
は
、
西
洋
哲
学
の
知
識
が
ま
だ
浅
い
中
で
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
方
法
論
を

提
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
執
筆
者
の
今
ま
で
の
研
究
で
、
王
国
維
が
明
治
時
代
の
日
本
の
西
洋
思
想
の
研
究
者
か
ら
根
拠
を
得
ら

れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た 

）
47
（

 

。「
哲
学
辯
惑
」
が
発
表
さ
れ
る
前
の
年
、
一
九
〇
二
年
王
国
維
は
彼
に
と
っ
て
最
初
の
西
洋
思
想
の
理
論
書
、

桑
木
厳
翼
（
以
下
桑
木
と
略
す
）
の
『
哲
学
概
論
』（
一
九
〇
〇
）
と
元
良
勇
次
郎
（
以
下
元
良
と
略
す
）
の
『
心
理
学
』（
一
八
九
〇
）、『
倫
理

学
』（
一
八
九
三
）
に
出
会
い
、
自
ら
の
独
学
の
教
材
と
し
て
い
た 

）
48
（

 

。
桑
木
と
元
良
は
、
そ
れ
ぞ
れ
西
洋
の
哲
学
と
心
理
学
の
研
究
者
で
あ
っ

て
研
究
分
野
が
異
な
る
が
、
あ
る
共
通
点
を
持
っ
て
い
た
。
彼
ら
が
西
洋
の
学
問
を
研
究
す
る
と
同
時
に
、
常
に
中
国
の
儒
学
思
想
を
顧
み
て
，

西
洋
の
哲
学
、
心
理
学
思
想
と
比
較
し
て
中
国
の
儒
学
思
想
の
重
要
な
と
こ
ろ
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
た 

）
49
（

 

。
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ま
ず
桑
木
の
哲
学
思
想
と
王
国
維
の
関
連
性
を
見
よ
う
。
王
国
維
が
精
読
し
た
桑
木
の
著
作
『
哲
学
概
論
』
の
付
録
に
桑
木
の
一
〇
本
の
論
文

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
西
洋
の
論
理
学
及
び
認
識
論
の
角
度
か
ら
中
国
の
先
秦
時
代
の
思
想
家
荀
子
の
「
正
名
篇
」
を
分
析
し
た
「
荀

子
の
論
理
説
」
と
い
う
文
章
が
あ
っ
た
。
王
国
維
は
一
〇
本
の
論
文
の
中
で
、
こ
の
「
荀
子
の
論
理
説
」
を
選
び
出
し
、
翻
訳
し
て
「
荀
子
之
名

学
説
」
と
い
う
題
名
で
一
九
〇
四
年
に
彼
が
主
編
を
務
め
て
い
る
雑
誌
『
教
育
世
界
』
の
六
月
第
七
十
七
号
に
発
表
し
た
。
こ
の
「
荀
子
之
名
学

説
」
は
、
文
章
の
最
後
で
「
桑
木
厳
翼
は
荀
子
の
意
を
得
ら
れ
て
い
る
た
め
訳
し
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る 

）
50
（

 

が
、
翻
訳
者
の
署
名
は
な
か
っ
た
。

桑
木
の
『
哲
学
概
論
』
の
翻
訳
者
で
あ
る
王
国
維
だ
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る 

）
51
（

 

。
つ
ま
り
、
王
国
維
は
桑
木
の
「
荀
子
の
論
理
説
」
を
読

ん
だ
後
、
桑
木
の
荀
子
の
「
正
名
篇
」
に
対
す
る
分
析
は
「
荀
子
の
意
」
を
得
ら
れ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

　
桑
木
の
「
荀
子
の
論
理
説
」
は
い
か
な
る
論
文
だ
ろ
う
か
。「
荀
子
の
論
理
説
」
に
お
い
て
、
桑
木
は
西
洋
の
論
理
学
と
比
べ
て
荀
子
の
「
正

名
篇
」
に
お
け
る
論
理
学
的
な
価
値
を
見
出
す
。
彼
は
荀
子
の
正
名
の
理
論
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
学
よ
り
も
論
理
学
の
「
一
層
根
本
の
問

題
に
は
入
れ
る
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　
而
し
て
其
概
念
を
論
す
る
の
前
、
概
念
の
代
表
す
る
事
物
を
認
識
す
る
所
以
の
理
を
説
け
る
は
即
ち
荀
子
の
語
を
以
て
之
を
表
は
せ
ば
名

の
前
に
知
を
説
け
る
は
、
現
今
の
所
謂
認
識
論
的
論
理
学
と
軌
を
同
う
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
論
理
学
よ
り
は
一
層
根
本
の
問
題
に
入

れ
る
も
の
と
見
る
を
得
べ
き
也
。 

）
52
（

 

　
桑
木
の
説
明
で
は
、
荀
子
は
概
念
を
論
じ
る
前
に
、
概
念
の
代
表
す
る
「
事
物
の
認
識
」
を
説
明
す
る
故
に
、
荀
子
の
正
名
篇
は
今
で
言
う
と

「
認
識
論
的
論
理
学
」
の
類
に
属
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
学
よ
り
も
根
本
的
な
問
題
に
入
っ
て
い
る
。
桑
木
の
言
う
「
認
識
論
的
論
理
学
」

と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
桑
木
は
『
カ
ン
ト
と
現
代
の
哲
学
』 

）
53
（

 

と
い
う
著
作
に
お
い
て
、
論
理
学
に
つ
い
て
「
普
通
の
人
々
の
理
解
し
て
い
る
」
、「
三
段
論
法
と
云
ふ
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や
う
な
こ
と
を
主
眼
と
し
て
居
る
」、「
形
式
的
論
理
学
」 

）
54
（

 

を
挙
げ
、
そ
れ
は
論
理
的
命
題
の
関
係
の
如
き
も
の
は
単
に
「
形
式
的
の
も
の
」
で

あ
っ
て
「
実
在
の
方
」
に
関
係
あ
る
も
の
で
は
無
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
私
達
の
「
思
想
の
形
式
」
で
あ
っ
て
思
想
に
現
は
れ
て
来
る
と
こ
ろ
の

「
実
在
の
形
式
」
で
は
な
い
た
め
、
形
而
上
学
を
攻
究
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
断
言
し
、
形
而
上
学
を
攻
究
す
る
た
め
に
も
う
一
つ
の
論
理
学

が
必
要
だ
と
い
う
。
そ
の
名
は
「
ま
だ
定
ま
っ
て
も
居
り
ま
せ
ぬ
が
、
仮
に
哲
学
的
論
理
学
」
と
い
う
。
そ
の
哲
学
的
論
理
学
は
「
直
覚
的
な
方

法
」
で
「
繁
瑣
迂
遠
の
推
理
を
棄
て
て
直
接
に
物
の
真
相
を
攫
ま
へ
る
も
の
で
あ
る
」 

）
55
（

 

と
い
う
。「
認
識
論
的
論
理
学
」
は
後
者
「
哲
学
的
論

理
学
」
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
王
国
維
の
最
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
桑
木
の
分
析
し
た
荀
子
の
「
正
名
篇
」
に
お
け
る
「
認
識
論
的
論
理
学
」
に
属
す
る
、
荀
子
の
「
天

官
論
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
桑
木
は
荀
子
の
天
官
を
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

　
然
ら
ば
則
ち
何
を
以
て
此
の
如
く
同
異
を
分
ち
て
名
を
制
す
る
を
得
る
か
、
是
制
名
の
根
據
の
問
題
に
し
て
、
そ
の
論
導
て
認
識
の
方
便

の
問
題
に
入
る
べ
し
、
何
と
な
れ
ば
正
名
の
根
拠
は
事
物
を
辨
別
す
る
に
在
り
、
而
し
て
事
物
を
辨
別
す
る
認
識
の
方
便
に
依
存
す
る
も
の

な
れ
は
な
り
。
荀
子
は
之
に
答
へ
て
曰
く
縁
天
官
と
蓋
し
。
天
官
と
は
耳
目
鼻
口
心
體
な
り
、
此
中
耳
目
鼻
口
體
は
即
ち
感
官
に
し
て
心
は

統
覚
若
し
く
は
自
己
意
識
と
云
ふ
を
得
べ
し
。
感
官
は
直
接
外
物
に
觸
れ
て
そ
の
印
象
を
受
け
、
心
は
是
等
感
官
に
因
り
て
得
る
所
の
材
料

を
統
括
調
整
し
之
に
よ
り
て
一
團
の
認
識
を
構
成
す
る
得
。
一
切
の
認
識
は
常
に
必
ず
此
兩
素
に
須
つ
所
あ
り
。 

）
56
（

 

　
「
正
名
の
根
拠
は
事
物
を
辨
別
す
る
に
あ
り
」
と
い
う
の
は
、
概
念
を
規
定
す
る
前
に
、
ま
ず
事
物
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
桑
木
は
「
正
名
論
」
に
は
認
識
を
論
じ
る
部
分
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
天
官
論
」
で
あ
る
。
荀
子
の
い
う
「
天
官
」

と
は
「
耳
目
鼻
口
體
」
だ
け
で
は
な
く
、「
心
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。「
耳
目
鼻
口
體
」
は
「
感
官
」
と
さ
れ
、
「
心
」
は
「
統
覚
」
若
し
く
は
「
自

己
意
識
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
感
官
」
は
、
直
接
に
外
物
に
触
れ
て
「
感
覚
の
材
料
」
を
得
、
「
心
」
は
「
感
覚
の
材
料
」
を
「
統
括
調
整
」
す
る
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こ
と
に
よ
っ
て
「
認
識
」
が
成
立
す
る
。
つ
ま
り
、
認
識
は
「
感
官
」
と
「
心
」
の
二
つ
の
働
き
の
結
合
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。

　
王
国
維
は
ほ
ぼ
引
用
の
形
で
桑
木
の
「
天
官
論
」
に
対
す
る
解
釈
を
自
ら
の
文
章
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
荀
子
の
論
理
説
」
を
翻

訳
し
た
翌
年
の
一
九
〇
五
年
に
、『
教
育
世
界
』（
四
～
五
月
、
九
十
八
号
～
一
〇
〇
号
）
に
連
載
さ
れ
た
「
周
秦
諸
子
之
名
学
」
で
あ
る
。
王
国

維
は
荀
子
の
「
天
官
論
」
に
つ
い
て
「
名
の
問
題
か
ら
知
の
問
題
に
入
り
、
簡
単
に
言
え
ば
、
名
学
の
問
題
か
ら
知
識
論
の
問
題
に
入
る
」 

）
57
（

 

と

述
べ
、
ま
た
心
の
統
覚
作
用
に
つ
い
て
「
所
謂
天
官
と
い
う
の
は
耳
目
口
鼻
体
と
心
で
あ
る
。
心
は
自
ら
一
天
官
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
他
の
天

官
の
上
に
立
ち
、
統
一
す
る
も
の
で
も
あ
る
。」 

）
58
（

 

と
語
っ
て
い
る
が
、
「
天
官
論
」
を
認
識
論
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
の
は
、
王
国
維
自
身
の
研

究
で
は
な
く
、
桑
木
の
研
究
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
王
国
維
は
桑
木
の
研
究
を
通
じ
て
、
荀
子
の
「
天
官
論
」
は
西
洋
の
哲
学
の
い
う
人
間
の
「
認

識
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
も
の
だ
と
初
め
て
気
づ
い
た
。

２
‐
２
、
心
理
学
の
概
念
と
し
て
の
「
直
観
」

　
「
周
秦
諸
子
之
名
学
」
の
荀
子
に
関
す
る
部
分
に
お
い
て
、
王
国
維
の
最
も
多
く
論
じ
て
い
る
内
容
は
天
官
論
の
中
の
「
心
の
徴
知
」
の
部
分

で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
桑
木
の
「
荀
子
の
論
理
説
」
に
お
い
て
も
詳
し
く
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
桑
木
の
解
釈
を
見
よ
う
。
再
び
桑
木
の
「
荀

子
の
論
理
説
」
の
引
用
で
あ
る 

）
59
（

 

。

　
若
し
感
官
の
材
料
具
備
す
る
も
之
を
統
括
す
る
の
意
識
な
く
ん
ば
、
是
等
の
材
料
は
單
に
雜
然
た
る
個
々
の
感
覺
た
る
に
止
ま
り
毫
も
停

留
せ
ず
又
把
住
せ
ら
る
ゝ
と
な
く
、
從
て
何
等
の
認
識
を
も
構
成
せ
ざ
る
な
り
。
之
に
反
し
て
統
覺
作
用
の
み
存
在
す
る
も
單
に
之
の
み
に

て
は
空
虛
な
る
形
式
た
る
に
止
ま
り
て
、
何
等
の
意
義
を
示
す
と
な
く
、
毫
末
も
內
容
を
有
す
る
と
な
し
。
是
故
に
感
官
の
材
料
を
心
に
て

統
一
す
る
所
、
換
言
す
れ
ば
經
驗
を
思
惟
に
よ
り
て
陶
冶
す
る
所
即
ち
認
識
あ
る
な
り
、
其
一
を
欠
け
ば
認
識
は
成
立
せ
ず
。
之
を
荀
子
の

語
に
翻
す
れ
ば
、
心
の
徵
知
と
天
官
（
五
官
の
意
）
の
當
薄
と
に
よ
り
て
知
生
じ
、
其
一
を
欠
け
ば
不
知
と
な
る
も
の
と
す
。
曰
く
心
有
徵
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知
，
徵
知
則
緣
耳
而
知
聲
可
也
。
緣
目
而
知
形
可
也
。
然
而
徵
知
必
將
待
天
官
之
當
薄
其
類
然
後
可
也
。
五
官
薄
之
而
不
知
，
心
徵
之
而
無

說
則
人
莫
不
然
謂
之
不
知
。 

　
桑
木
は
荀
子
の
「
心
の
徵
知
」
と
「
天
官
（
五
官
の
意
）
の
當
薄
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
思
惟
」
と
「
経
験
」
と
見
な
し
、
「
經
驗
を
思
惟
に
よ
り

て
陶
冶
す
る
所
即
ち
認
識
あ
る
な
り
」
と
分
析
し
て
い
る
。
最
後
の
荀
子
の
「
心
の
徴
知
」
に
つ
い
て
の
引
用 

）
60
（

 

は
、
王
国
維
の
「
周
秦
諸
子

の
論
理
説
」
に
お
い
て
も
引
用
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
他
の
引
用
よ
り
も
多
く
解
説
さ
れ
て
い
る 

）
61
（

 

。
王
国
維
の
解
説
を
見
よ
う
。

　
彼
は
ま
ず
「
荀
子
の
こ
の
論
述
は
、
知
識
論
に
対
し
て
深
い
知
識
を
持
っ
て
い
る
者
し
か
言
え
な
い
こ
と
だ
」 

）
62
（

 

と
、「
心
の
徴
知
」
を
「
知

識
論
」
と
し
て
評
価
す
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
後
の
王
国
維
の
分
析
で
あ
る
。
彼
は
ま
ず
「
心
の
徴
知
」
を
カ
ン
ト
の
「
直
観
」
に
お
け

る
「
悟
性
の
働
き
」
と
結
び
つ
け
て
い
く
。「
カ
ン
ト
は
、
直
観
に
対
し
て
、
感
性
の
作
用
の
み
で
、
悟
性
の
作
用
は
な
い
と
見
な
し
て
い
る
。

簡
潔
に
言
え
ば
五
官
だ
け
の
働
き
で
、
心
の
働
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
る 

）
63
（

 

。
王
国
維
は
「
心
の
徴
知
」
を
「
悟
性
」
と
見
な
し
て
い
る
。
カ

ン
ト
の
直
観
を
経
て
、
王
国
維
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
直
観
に
た
ど
り
着
く
。
ま
ず
、
カ
ン
ト
と
異
な
る
点
を
挙
げ
る
。
そ
れ
は
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
が
カ
ン
ト
と
異
な
っ
て
「
直
観
に
悟
性
の
働
き
が
あ
る
」
と
主
張
す
る
点
で
あ
る 

）
64
（

 

。

　
し
か
し
そ
の
後
王
国
維
は
「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
空
前
絶
後
の
大
発
明
と
自
慢
し
、
生
理
的
、
心
理
的
な
事
実
を
探
し
て
こ
れ
を
証
明
す

る
。
だ
が
、
そ
の
充
足
理
由
論
文
第
二
十
一
章
全
文
は
荀
子
の
こ
の
節
の
脚
注
に
過
ぎ
な
い
」 

）
65
（

 

と
加
え
る
。
彼
は
ド
イ
ツ
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ

ア
ー
よ
り
遥
か
前
か
ら
中
国
の
荀
子
は
、
す
で
に
「
直
観
に
お
け
る
悟
性
の
働
き
」
と
通
じ
る
「
心
の
徴
知
」
を
論
じ
て
い
た
と
自
慢
げ
に
語
っ

て
い
る
。
彼
は
中
国
の
古
代
に
す
で
に
西
洋
の
認
識
論
が
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
荀
子
の
天
官
論
を
認
識
論
と
し
て
、
「
心
の
徴
知
」
を
認

識
の
本
質
的
な
部
分
「
悟
性
の
働
き
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
だ
が
、
彼
は
「
心
の
徴
知
」
を
哲
学
の
角
度
の
み
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
に
留

ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
生
理
的
、
心
理
的
な
事
実
を
探
し
て
こ
れ
を
証
明
す
る
」
と
い
う
説
明
で
分
か
る
。「
悟
性
」

と
い
う
実
証
的
で
は
な
い
哲
学
の
概
念
は
、
実
証
的
で
あ
る
心
理
学
に
よ
る
証
明
が
必
要
だ
と
、
王
国
維
が
考
え
て
い
る
。
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彼
は
「
耳
目
口
鼻
体
」
と
「
心
」
に
対
し
て
、「
外
官
」
と
「
内
官
」
と
分
け
て
い
る
。
外
・
内
と
い
う
分
け
方
は
桑
木
が
使
わ
な
か
っ
た
。

外
と
内
と
い
う
分
け
方
に
は
す
で
に
心
理
学
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伺
え
る
。
こ
の
内
と
外
の
分
け
方
も
先
程
触
れ
た
元
良
の
心
理
学
に
も
使
わ
れ

て
い
る 
）
66
（

 
。
王
国
維
が
カ
ン
ト
及
び
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
直
観
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
時
に
「
直
観
」
の
後
ろ
に
「perception

」
と
い
う

英
語
を
つ
け
る
。
し
か
し
、perception

と
い
う
英
語
は
、
彼
の
心
理
学
の
訳
書
に
見
ら
れ
る
心
理
学
の
用
語
で
あ
っ
た
。

　
一
九
〇
二
年
に
翻
訳
し
た
元
良
の
『
心
理
学
』
と
『
倫
理
学
』
の
最
後
に
、
王
国
維
は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
作
っ
た
英
語
と
中
国
語
の
対
訳
表
を
つ

け
て
い
る
。
そ
の
中
にperception

と
い
う
英
語
の
訳
語
は
、
両
方
と
も
心
理
学
用
語
の
「
知
覚
」
と
訳
し
て
い
る 

）
67
（

 

。
そ
し
て
、
王
国
維
の
「
知

覚
」
に
対
す
る
理
解
は
、
元
良
の
『
倫
理
学
』
に
お
け
る
記
述
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
元
良
のperception

（
知
覚
）
に
つ
い
て
の
説
明
は
「
外

物
直
ち
に
外
官
を
刺
激
し
心
之
に
反
應
し
て
生
じ
た
る
現
象
を
知
覚
心
象
と
い
う 

）
68
（

 

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
知
覚
と
は
「
外
物
直
ち
に
外
官
を

刺
激
し
心
之
に
反
應
す
る
こ
と
で
あ
る
。」「
心
之
に
反
應
す
る
」
と
い
う
の
は
、
正
し
く
荀
子
の
「
心
の
徴
知
」
の
作
用
で
あ
る
。

　
王
国
維
の
思
想
に
お
け
る
心
理
学
的
な
要
素
は
「
周
秦
諸
子
之
名
学
」
の
他
の
所
に
も
現
れ
て
い
る
。
彼
は
荀
子
の
「
正
名
篇
」
の
「
性
」
と

「
情
」
の
概
念
を
「
精
確
な
心
理
学
の
概
念
」
だ
と
判
断
し
て
い
る 

）
69
（

 

。
さ
ら
に
、
荀
子
の
定
義
し
た
「
性
」 

）
70
（

 

に
つ
い
て
「
人
の
心
の
抽
象
の

名
称
」 

）
71
（

 

だ
と
解
釈
し
、
定
義
し
た
「
情
」 

）
72
（

 

に
つ
い
て
「
感
情
以
外
に
、
衝
動
の
意
も
あ
る
（im

pules

）
」 

）
73
（

 

と
解
釈
す
る
。
荀
子
の
「
性
」

と
「
情
」
を
心
理
学
の
概
念
と
見
な
す
こ
と
や
、
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
心
理
学
的
な
解
釈
な
ど
は
、
心
理
学
者
の
元
良
勇
次
郎
の
研
究
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

　
前
文
で
触
れ
た
よ
う
に
、
王
国
維
は
、
一
九
〇
二
年
に
哲
学
者
の
桑
木
厳
翼
の
『
哲
学
概
論
』
以
外
に
、
心
理
学
者
の
元
良
勇
次
郎
の
『
心
理

学
』、『
倫
理
学
』
も
翻
訳
し
た
。
元
良
の
研
究
の
大
き
な
特
徴
は
、
以
上
の
二
冊
の
著
作
に
基
づ
い
て
言
え
ば
、
心
理
学
だ
け
で
は
な
く
、
倫
理

学
研
究
に
お
い
て
も
人
間
の
「
心
」
を
中
心
に
研
究
し
て
い
た 

）
74
（

 

。『
倫
理
学
』
の
序
に
お
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 

）
75
（

 

。

　
本
書
は
初
め
に
倫
理
總
論
を
説
き
。
次
に
心
の
分
解
を
な
す
。
此
所
に
於
て
は
精
神
現
象
は
凡
て
簡
単
な
る
衝
動
（
余
は
之
を
情
と
名
く
）
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よ
り
成
り
た
る
を
説
明
し
、
精
神
と
物
質
と
は
相
隔
絶
し
た
る
も
の
の
如
く
に
看
做
す
の
非
な
る
を
示
し
。
二
者
共
に
同
じ
く
天
然
力
た
る

こ
と
を
論
じ
。

　
『
倫
理
学
』
の
大
半
に
お
い
て
、
元
良
は
「
心
の
分
解
」
を
論
じ
る
。
心
を
「
精
神
現
象
」
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
が
「
簡
単
な
る
衝
動
（
之
を

情
と
名
く
）」
よ
り
成
り
立
つ
と
述
べ
、
心
の
本
質
を
「
情
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
間
の
内
側
に
あ
る
「
心
」
は
人
間
の
外
側
に
あ
る
「
物

質
」
と
離
れ
ら
れ
な
い
存
在
だ
と
い
う
。
同
じ
く
『
倫
理
学
』
の
「
心
の
分
解
」
の
所
に
最
初
に
説
明
さ
れ
て
い
る
「
心
の
本
質
」
に
お
い
て
、

そ
の
本
質
を
「
物
質
に
對
し
た
る
心
」
と
し
て
捉
え
て
い
る 

）
76
（

 

。 

　
ま
た
彼
の
研
究
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
西
洋
の
心
理
学
、
倫
理
学
理
論
の
説
明
に
お
い
て
、
常
に
中
国
の
儒
学
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
日
本
の
倫
理
学
は
中
国
の
儒
学
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
か
ら
だ
と
い
う 

）
77
（

 

。
彼
は
儒
学
を
倫
理
学
だ
け
で
は
な
く
、

心
理
学
と
し
て
も
見
な
し
て
い
る
。『
倫
理
学
』
の
序
に
お
い
て
、「
仲
尼
の
人
道
を
説
く
や
。
五
常
七
情
を
以
て
其
の
心
理
的
基
礎
と
な
し
。」

と
述
べ
て
い
る 

）
78
（

 

。
元
良
の
『
倫
理
学
』
全
篇
を
通
し
て
見
れ
ば
、
彼
は
西
洋
の
心
理
学
理
論
と
倫
理
学
理
論
に
よ
っ
て
中
国
の
儒
学
思
想
を

分
析
し
、
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
彼
は
儒
学
思
想
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
西
洋
の
心
理
学
と
倫
理
学

の
理
解
を
深
め
よ
う
と
も
し
て
い
る
。
全
書
の
隅
々
に
儒
学
の
思
想
に
触
れ
、
例
え
ば
第
一
章
の
最
後
に
わ
ざ
わ
ざ
儒
学
の
「
性
情
心
意
論
」
と

い
う
節
を
設
け
て
い
る 

）
79
（

 

。「
性
情
心
意
論
」
に
お
い
て
彼
は
孟
子
と
宋
代
の
儒
学
者
の
「
心
に
お
け
る
性
と
情
の
働
き
」
に
注
目
し
、
引
用
し

な
が
ら
説
明
す
る 

）
80
（

 

。
そ
の
節
の
最
後
で
、
彼
は
「
宋
儒
の
い
う
心
は
情
を
持
っ
て
心
の
現
象
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼

は
儒
学
思
想
に
基
づ
い
て
、
心
の
本
質
を
「
情
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
『
心
理
学
』
に
お
い
て
、
元
良
は
哲
学
と
心
理
学
の
違
い
は
、
観
念
の
性
質
を
論
じ
る
こ
と
は
哲
学
の
範
囲
で
あ
っ
て
、
心
理
学
は
そ
の
全
性

質
の
一
部
「
観
念
の
物
質
世
界
に
関
す
る
性
質
」
の
み
論
じ
る
と
い
う
。
心
は
「
物
質
」
に
対
す
る
現
象
、
心
の
活
動
は
「
物
質
」
か
ら
離
れ
ら

れ
な
い
と
し
て
い
る
。
彼
は
心
の
活
動
を
「
知
覚
」、「
心
像
」、「
抽
象
的
観
念
」
に
分
け
、
「
知
覚
」
と
「
心
像
」
の
差
異
は
、
前
者
は
「
存
在



46

す
る
外
物
を
認
識
し
」、
後
者
は
「
外
物
の
存
在
よ
り
得
た
る
も
の
の
精
神
中
に
表
れ
た
る
影
象
を
言
う
」
だ
と
い
う 

）
81
（

 

。

　
「
周
秦
諸
子
之
名
学
」
と
同
じ
く
一
九
〇
五
年
に
発
表
さ
れ
た
王
国
維
の
文
章
「
論
新
学
語
之
輸
入
」 

）
82
（

 

に
お
い
て
も
、
王
国
維
は
「
直
観
」

に
つ
い
て
再
び
触
れ
て
い
る
。
今
度
は
、
彼
の
言
う
直
観
は
、
哲
学
の
概
念intuition

の
訳
語
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、intuition

と
関
連
す

る
概
念idea
の
訳
語
「
理
念
」
に
も
触
れ
て
い
る
。
彼
はintuition

とidea

に
対
す
る
自
ら
の
理
解
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。intuition

と

は
「
耳
、
鼻
、
眼
、
口
、
体
と
い
う
五
官
の
作
用
に
心
の
作
用
が
加
え
た
も
の
」
で
、idea

と
は
「
直
観
し
た
対
象
」
で
、「
そ
の
物
が
去
り
、

そ
の
像
の
み
心
に
留
ま
る
」
と
い
う 

）
83
（

 

。intuition

に
関
し
て
、
訳
語
の
「
観
」
と
い
う
の
は
目
と
い
う
感
官
だ
け
働
く
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
が
、

「
心
」
の
作
用
も
加
え
ら
れ
て
い
る
と
、
王
国
維
が
強
調
す
る
。
つ
ま
り
、
目
に
よ
る
「
観
る
」
の
で
は
な
く
、
心
に
よ
る
「
観
る
」
「
直
観
し
た

対
象
」
と
し
て
のidea

に
対
す
る
理
解
は
、「
そ
の
物
が
去
り
、
そ
の
像
の
み
心
に
留
ま
る
」
と
い
う
。「
像
」
が
心
に
留
ま
る 

）
84
（

 

。「
像
」
が

用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
実
証
的
な
心
理
学
を
思
わ
せ
る
。
彼
のintuition

に
対
す
る
理
解
は
心
理
学
のperception

で
、
元
良
の
「
知
覚
」
で

あ
る
。
ま
た
彼
の
理
解
し
て
い
るidea

は
「
心
像
」
で
あ
る
。

３
、
心
理
学
の
「
心
物
相
関
論
」
か
ら
「
有
我
の
境
」
へ

　
王
国
維
が
翻
訳
し
た
元
良
の
『
心
理
学
』
と
元
良
の
原
作
を
比
較
す
る
と
、
心
の
働
き
が
説
明
さ
れ
て
い
る
「
心
物
相
関
論
」
と
い
う
部
分
に

お
い
て
一
致
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
誤
訳
で
は
な
く
、
王
国
維
が
意
図
的
に
原
作
の
内
容
を
削
除
し
、
自
ら
の
理
解
を
加
え
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
原
作
は
日
本
の
和
歌
を
例
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
王
国
維
の
訳
書
は
和
歌
が
消
え
、
原
文
に
は
な
か
っ
た
唐
代
の
詩
人
白
居
易

の
「
長
恨
歌
」
と
杜
甫
の
「
春
望
」
の
一
部
（
各
二
句
）
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
首
の
詩
は
ど
ち
ら
も
詩
人
と
自
然
物
（
月
や
花
、
鳥
な

ど
）
の
触
れ
合
い
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
特
に
後
者
の
「
春
望
」
の
二
句
は
、
そ
の
六
年
後
の
『
人
間
詞
話
』
の
「
有
我
の
境
」
の
概
念
が
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説
明
さ
れ
る
際
に
挙
げ
ら
れ
た
、
宋
代
の
詞
人
馮
嚴
巳
の
詞
「
蝶
恋
花
」
と
秦
觀
の
「
踏
莎
行
」
の
二
句
に
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。
３
に
お
い

て
「
長
恨
歌
」、「
春
望
」、「
蝶
恋
花
」、「
踏
莎
行
」
の
作
品
分
析
を
通
じ
て
、「
有
我
の
境
」
の
本
質
を
探
る
。

３
‐
１
、「
心
物
相
関
論
と
」
杜
甫
の
「
春
望
」

　
元
良
は
『
心
理
学
』
の
「
第
二
編
　
感
覚
」
の
「
第
二
章
　
感
覚
の
結
合
」
に
お
け
る
「
観
念
の
性
質
」
を
説
明
す
る
部
分
で
は
、
哲
学
の
唯

物
論 

）
85
（

 

と
唯
心
論 
）
86
（

 
の
概
要
の
説
明
を
経
て
、
両
者
以
外
に
第
三
の
理
論
「
心
物
相
關
論
」
を
最
も
賛
同
す
る
と
述
べ
る 

）
87
（

 

。「
心
物
相
關
論
」

は
「
精
神
ナ
ク
シ
テ
獨
リ
物
質
存
在
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
又
物
質
ナ
ク
シ
テ
獨
リ
精
神
存
在
ス
ル
能
ハ
ズ
」 

）
88
（

 

と
説
明
す
る
。
「
心
物
相
関
論
」

を
説
明
す
る
た
め
に
、
元
良
は
和
歌
を
例
と
し
て
挙
げ
た 

）
89
（

 

。「
月
見
れ
ば
　
ち
ぢ
に
も
の
こ
そ
　
悲
し
け
れ
わ
が
身
一
つ
の
　
秋
に
は
あ
ら
ね

ど
」
こ
の
和
歌
の
後
、
元
良
は
、「
月
ガ
何
デ
悲
シ
ミ
ヲ
惹
キ
起
コ
ス
ア
ラ
シ
ヤ
、
是
レ
唯
月
ヲ
主
観
的
ニ
見
テ
心
中
ニ
存
ス
ル
悲
シ
ミ
ヲ
月
ニ

帰
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
ラ
ン
。」
と
説
明
を
加
え
る
。

　
王
国
維
の
訳
書
に
こ
の
和
歌
の
例
を
使
用
せ
ず
に
、
そ
の
代
わ
り
に
原
作
に
な
い
白
居
易
の
七
言
の
長
編
詩
「
長
恨
歌
」
の
二
句
を
あ
げ
て
い

る
。「
離
宮
見
月
傷
心
色
，
夜
雨
聞
鈴
腸
斷
聲
。（
行
宮
に
月
を
見
れ
ば
心
を
痛
ま
し
む
る
の
色
、
夜
雨
に
鈴
を
聞
け
ば
腸
を
断
つ
の
聲
。）」
そ
の

後
、
月
と
鈴
は
悲
し
み
を
興
す
理
が
な
く
、
た
だ
こ
れ
ら
の
も
の
は
主
観
に
現
わ
れ
、
遂
に
心
中
の
悲
し
み
を
物
に
帰
し
た 

）
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と
、
王
国
維
が

説
明
し
て
い
る
。

　
和
歌
を
漢
詩
に
変
え
た
と
い
う
の
は
、
中
国
の
読
者
に
と
っ
て
和
歌
よ
り
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
漢
詩
の
中
、
王
国
維
は
ど
う
し
て
こ
の
二
句
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
桑
木
の
和
歌
の
例
と
王
国
維
の
漢
詩
の
共

通
点
は
、
両
者
と
も
月
が
登
場
し
、
月
を
見
て
悲
し
む
人
間
の
感
情
が
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
見
る
と
両
者
の
違
い
が
あ
っ

た
。
王
国
維
の
選
ん
だ
「
長
恨
歌
」
の
二
句
を
詳
し
く
見
よ
う
。

　
長
恨
歌
は
唐
の
詩
人
白
居
易
の
作
っ
た
七
言
古
詩
で
、
一
二
〇
句
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
長
篇
で
あ
る
。
唐
の
玄
宗
皇
帝
と
皇
妃
の
楊
貴
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妃
の
恋
の
物
語
で
あ
る
。
王
国
維
の
選
ん
だ
二
句
は
、
安
史
の
乱
で
愛
す
る
楊
貴
妃
を
失
っ
た
直
後
の
玄
宗
の
姿
を
描
い
て
い
る
。
詩
人
白
居
易

は
玄
宗
に
成
り
代
わ
っ
て
彼
の
気
持
ち
を
代
弁
し
て
い
る
。「
た
だ
こ
れ
ら
の
も
の
は
主
観
に
現
わ
れ
」
と
い
う
王
国
維
の
説
明
に
注
目
し
た
い
。

月
の
「
心
を
痛
ま
し
む
る
の
色
」
は
、
月
の
光
と
い
う
物
理
学
的
な
色
で
は
な
く
、
そ
の
月
を
見
た
人
間
の
内
面
に
浮
か
ぶ
色
の
よ
う
な
も
の
で
、

い
わ
ゆ
る
人
間
の
「
感
じ
る
色
」
で
あ
る
。
夜
雨
の
鈴
の
「
腸
を
断
つ
の
聲
」
も
当
然
鈴
の
振
動
と
い
う
物
理
学
的
な
音
で
は
な
く
、
そ
の
音
を

聞
く
人
間
の
内
面
に
響
く
音
の
よ
う
な
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
人
間
の
「
感
じ
る
音
」
で
あ
る
。

　
「
心
を
痛
む
し
む
の
色
」
と
「
腸
を
断
つ
の
聲
」
と
い
う
の
は
、
心
と
腸
が
用
い
ら
れ
た
た
め
、
ど
ち
ら
も
人
間
の
「
内
面
」
に
響
く
も
の
、

感
じ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
元
良
の
「
心
」
と
い
う
文
字
が
つ
か
わ
れ
て
い
な
い
和
歌
よ
り
も
、
王
国

維
の
選
ん
だ
長
恨
歌
の
二
句
が
「
心
」「
物
」
相
関
の
説
明
に
よ
り
相
応
し
い
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
王
国
維
は
「
心
物
相
関
」
の
「
心
」
に
特

に
意
識
し
て
い
た
。

　
王
国
維
の
「
心
」
に
対
し
て
特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、
も
う
一
つ
の
例
か
ら
も
伺
え
る
。「
第
二
編
　
感
覚
」
の
「
第
三
章
　
意
識
の
性
質
」

の
「
意
識
の
相
対
的
性
質
」
に
お
い
て
、
王
国
維
は
も
う
一
箇
所
、
原
作
に
は
な
か
っ
た
詩
を
加
え
て
い
る
。
杜
甫
の
五
言
律
詩
「
春
望
」
の
二

句
で
あ
る
。「
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺
ぎ
、
別
れ
を
恨
み
て
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す
。
（
感
時
花
濺
涙
，
恨
別
鳥
驚
心
。）」

　
玄
宗
と
同
じ
時
期
に
同
じ
安
史
の
乱
を
経
験
し
た
詩
人
杜
甫
で
あ
る
。
杜
甫
は
誰
か
他
の
人
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
心

情
を
語
っ
て
い
る
。
反
乱
に
よ
っ
て
国
の
都
の
長
安
が
お
ち
て
宮
殿
や
町
な
ど
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
中
、
杜
甫
は
家
族
と
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
時
世
と
自
ら
の
境
遇
が
重
な
っ
て
い
る
中
、
詩
人
は
美
し
い
花
を
見
て
も
涙
が
こ
ぼ
れ
、
鳥
の
泣
き
声
を
聞
い
て
も
心
が
驚
く
。

こ
こ
で
の
元
良
の
心
理
学
の
説
明
は
さ
ら
に
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。「
一
つ
の
観
念
が
意
識
に
存
在
す
る
時
、
精
神
の
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
時
、

他
の
観
念
が
入
っ
て
き
て
快
楽
を
与
え
る
の
を
妨
害
す
る
」 

）
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と
い
う
。

　
王
国
維
は
こ
こ
で
も
「
心
」
と
い
う
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
詩
を
選
ん
だ
。
本
来
春
の
咲
き
乱
れ
る
花
を
見
た
時
、
暖
か
い
太
陽
の
下
に
愉

快
に
鳴
く
小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
く
時
、
寒
い
冬
を
耐
え
て
き
た
人
間
の
多
く
は
暖
か
い
春
の
到
来
を
喜
ぶ
は
ず
で
あ
る
。
春
の
生
命
力
に
溢
れ
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て
い
る
自
然
物
、
詩
人
は
万
人
に
通
じ
る
「
視
覚
」
と
「
聴
覚
」
の
み
で
感
じ
て
い
れ
ば
、
万
人
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
を
得
ら
れ
、
楽
し
さ
を
覚

え
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
杜
甫
は
国
の
反
乱
や
家
族
の
離
散
を
経
験
し
て
い
る
。
彼
の
心
に
す
で
に
悲
し
み
の
根
が
春
の
草
の
よ
う
に
奥
深

く
張
っ
て
い
る
。
そ
の
心
は
鮮
や
か
な
花
や
可
憐
な
小
鳥
な
ど
に
触
れ
て
も
楽
し
い
ど
こ
ろ
か
、
返
っ
て
悲
し
み
を
感
じ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、

詩
人
は
「
心
」
を
持
っ
て
自
然
物
を
感
じ
て
い
る
た
め
、
詩
人
の
み
の
感
覚
を
得
ら
れ
た
。
「
一
つ
の
観
念
が
意
識
に
存
在
す
る
時
、
精
神
の
苦

痛
を
感
じ
て
い
る
時
、
他
の
観
念
が
入
っ
て
き
て
快
楽
を
与
え
る
の
を
妨
害
す
る
」。
心
は
「
自
己
意
識
」
で
あ
っ
て
、
花
と
鳥
は
「
観
念
」
で

あ
る
。
悲
し
い
時
は
、
美
し
い
花
さ
え
も
悲
し
く
見
え
て
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
さ
え
も
悲
鳴
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
そ
れ
は
我
の
心
に
悲
し
い
感

情
が
満
ち
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
自
己
意
識
」
に
悲
し
い
「
観
念
」
が
満
ち
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
空
に
浮
か
ぶ
今
夜
の
月
、
野
原
に
咲
く
一
輪
の
花
、
聞
こ
え
て
く
る
ど
こ
か
の
鳥
の
鳴
き
声
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
と
っ
て
同
じ
よ
う
に
見
え
、

同
じ
よ
う
に
聞
こ
え
る
も
の
で
は
な
く
、
異
な
る
人
間
の
異
な
る
「
心
」（
自
己
意
識
）
の
感
じ
方
に
よ
っ
て
、
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、

異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
に
違
い
な
い
。
自
然
物
に
触
れ
、
内
面
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
情
は
人
間
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。

　
こ
の
王
国
維
が
訳
し
た
元
良
の
『
心
理
学
』
に
お
い
て
言
え
ば
、
王
国
維
は
、
こ
の
詩
に
登
場
す
る
花
、
鳥
と
杜
甫
の
心
の
関
わ
り
方
を
通
じ

て
、「
心
物
相
関
」
と
い
う
心
理
現
象
を
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
、
王
国
維
が
自
ら
詞
人
で
そ
の
後
詩
論
『
人
間
詞
話
』
を
書
き
上
げ
た
と
い
う

こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
彼
は
、
詩
人
が
自
然
物
を
感
知
す
る
時
は
、
万
人
に
共
通
す
る
視
覚
や
聴
覚
な
ど
の
感
官
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
し
か
持
た

な
い
「
心
」
を
通
じ
て
感
知
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
科
学
的
（
心
理
学
的
）
な
根
拠
を
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
心
理
学
は
「
心
」
を

「
自
己
意
識
」
だ
と
科
學
的
に
証
明
で
き
た
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
王
国
維
は
そ
う
思
っ
て
い
た
。

　
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
「
春
望
」
の
二
句
は
、
た
だ
こ
の
元
良
の
『
心
理
学
』
の
訳
書
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
心
理
学
の
心

の
働
き
を
説
明
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
「
春
望
」
は
、
そ
の
六
年
後
の
『
人
間
詞
話
』
の
境
界
の
概
念
を
説
明
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
詞
に
共

通
点
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
人
間
詞
話
』
の
第
三
則
の
「
有
我
の
境
」
を
説
明
す
る
際
に
、
挙
げ
ら
れ
た
詞
の
二
句
で
あ
る
。
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３
‐
２
、「
有
我
の
境
」
に
お
け
る
「
自
己
の
創
造
」

　
再
び
人
間
詞
話
の
第
三
則
に
挙
げ
ら
れ
た
「
有
我
の
境
」
の
二
首
の
詞
の
例
を
見
よ
う
。
「
淚
眼
も
て
問
う
花
花
語
ら
ず
，
亂
紅
飛
び
て
秋
千

を
過
ぎ
り
て
去
る
」、「
可
堪
う
可
け
ん
や
孤
館
に
閉
ざ
さ
れ
春
寒
し
，
杜
鵑
聲
裏
斜
陽
の
暮
」
と
い
う
の
は
有
我
の
境
な
り
。

　
挙
げ
ら
れ
た
二
首
の
詞
の
前
者
は
五
代
の
政
治
家
で
詞
人
の
馮
厳
巳
の
作
品
「
蝶
恋
花
」
の
中
か
ら
摘
み
取
っ
た
、
詞
の
最
後
の
二
句
で
あ
る
。

こ
の
二
句
は
、
杜
甫
の
「
春
望
」
に
お
け
る
「
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺
ぎ
」
と
同
じ
く
「
涙
」
と
「
花
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
目

は
、
北
宋
の
政
治
家
で
詞
人
の
秦
観
の
作
品
「
踏
莎
行
」
の
真
ん
中
の
二
句
で
あ
る
。
こ
の
二
句
は
、
杜
甫
の
「
別
れ
を
恨
み
て
は
鳥
に
も
心
を

驚
か
す
」
と
同
じ
く
鳥
の
鳴
き
声
が
描
か
れ
て
い
る
。
王
国
維
が
「
有
我
の
境
」
を
思
案
す
る
際
に
、
彼
の
念
頭
に
は
元
良
の
「
心
物
相
関
」
と

い
う
心
理
学
的
な
思
想
背
景
が
あ
っ
た｡

　
こ
こ
で
特
に
注
意
し
た
い
点
が
あ
る
。
今
ま
で
の
研
究
は
、
王
国
維
の
「
有
境
の
我
」
を
解
読
す
る
際
は
、
彼
の
挙
げ
て
い
る
詞
の
「
二
句
」

だ
け
の
分
析
に
止
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
彼
は
な
ぜ
そ
の
詞
の
「
一
部
」
だ
け
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
部
を
選
ん
だ
理

由
は
何
だ
ろ
う
か
。
今
ま
で
の
研
究
は
そ
の
点
を
考
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
全
詞
の
内
容
を
視
野
に
入
れ
て
そ
の
一
部
を

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
前
文
で
触
れ
た
よ
う
に
、
最
初
の
「
蝶
恋
花
」
の
作
者
馮
嚴
巳
は
、
王
国
維
の
最
も
高
く
評
価
す
る
詞
人
で
あ
る
。
五
代
の
詞
人
に
お
い
て
、

歴
代
の
詩
論
は
馮
嚴
巳
よ
り
溫
庭
筠
と
韋
庄
を
高
く
評
価
し
て
い
た
が
、
王
国
維
は
『
人
間
詞
話
』
に
お
い
て
馮
嚴
巳
は
溫
庭
筠
と
韋
庄
を
超
越

し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。『
人
間
詞
話
』
十
一
則
に
お
い
て
、
王
国
維
は
馮
の
詞
の
風
格
が
「
深
く
て
美
し
い
、
宏
く
て
約
や
か
（
深
美
宏
約
）」

と
評
価
し
て
い
る
。
前
文
で
触
れ
た
王
国
維
の
研
究
者
葉
嘉
瑩
は
、
王
国
維
の
評
価
に
基
づ
き
、
馮
嚴
巳
、
溫
庭
筠
、
韋
庄
三
者
の
作
品
を
比
較

分
析
し
て
馮
嚴
巳
の
優
れ
て
い
る
理
由
が
文
字
表
現
で
は
な
く
、
奥
深
く
に
隠
さ
れ
て
い
る
「
含
蓄
」
だ
と
分
析
し
て
い
る 

）
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。

　
『
人
間
詞
話
』
の
十
二
則
に
お
い
て
、
馮
の
詞
の
品
格
に
つ
い
て
王
国
維
は
象
徴
的
な
表
現
を
使
っ
て
い
た
。
彼
は
、
馮
が
自
ら
の
詞
に
書
い

た
言
葉
「
和
淚
試
嚴
妝
」
を
用
い
て
、
馮
の
「
詞
品
」
に
最
も
相
応
し
い
と
評
価
し
て
い
る
。
「
正
中
詞
品
若
欲
於
其
詞
句
中
求
之
，
則
和
淚
試
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嚴
妝
殆
近
之
。」「
和
淚
試
嚴
妝
」
の
文
字
通
り
の
理
解
は
、
女
性
が
泣
き
な
が
ら
も
綺
麗
な
化
粧
を
施
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
葉
嘉
瑩

は
嚴
妝
が
「
濃
麗
」
で
、
和
淚
が
「
哀
傷
」
で
、「
濃
麗
な
色
彩
を
通
じ
て
悲
哀
を
表
現
す
る
」
と
分
析
し
て
い
る 

）
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。
作
品
を
通
じ
て
王
国
維

の
評
価
の
意
味
を
考
え
よ
う
。

　
「
有
我
の
境
」
の
最
初
の
例
、
馮
嚴
巳
の
「
蝶
恋
花
」
を
見
よ
う
。

　

庭
院
深
深
深
幾
許
？
楊
柳
堆
煙
，
簾
幕
無
重
數
。

（
庭
院
深
深
、
深
さ
幾
許
ぞ
？
楊
柳
煙
に
堆
れ
、
簾
幕
無
重
数
。）

玉
勒
雕
鞍
游
冶
處
，
樓
高
不
見
章
臺
路
。

（
玉
勒
雕
鞍
游
冶
の
処
、
楼
高
く
し
て
見
え
ず
章
台
の
路
。）

雨
橫
風
狂
三
月
暮
，
門
掩
黃
昏
，
無
計
春
留
住
。

（
雨
は
横
ざ
ま
に
風
は
狂
う
三
月
の
暮
れ
、
門
は
黄
昏
を
掩
う
も
、
春
を
留
め
住
か
ん
に
計
り
ご
と
無
し
。
）

淚
眼
問
花
花
不
語
，
亂
紅
飛
過
鞦
韆
去
。

（
涙
眼
も
て
花
に
問
え
ど
も
花
は
語
ら
ず
、
乱
紅
飛
ん
で
秋
千
を
過
ぎ
て
去
く
。） 

）
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蝶
恋
花
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
詞
は
、
全
六
十
文
字
で
、
文
字
の
配
置
は
「
七
四
五
。
七
七
。
七
四
五
。
七
七
。
」
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
最
初

の
七
四
五
は
「
起
句
」
と
い
う
始
ま
り
の
部
分
で
、
真
ん
中
の
「
七
七
。
七
四
五
」
は
「
過
分
」
と
い
う
真
ん
中
の
部
分
で
、
最
後
の
「
七
七
」

は
「
結
句
」
と
い
う
終
わ
り
の
部
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
三
つ
の
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
王
国
維
の
選
ん
だ
二
句
は
、
「
結
句
」
と

い
う
最
後
の
部
分
で
あ
る
。

　
最
初
の
「
七
四
五
」
は
起
句
で
、
詞
の
全
体
の
基
調
を
決
め
る
部
分
で
あ
る
。
最
初
の
七
文
字
が
主
要
な
部
分
で
、
そ
の
後
に
続
く
四
文
字
と
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五
文
字
は
、
最
初
の
七
文
字
を
補
充
す
る
と
い
う
役
割
を
持
つ
補
助
的
な
部
分
で
あ
る
。
「
庭
院
深
深
、
深
さ
幾
許
ぞ
？
楊
柳
煙
に
堆
れ
、
簾
幕

無
重
数
」。「
庭
の
深
さ
が
ど
れ
ほ
ど
深
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
「
問
い
」
か
ら
詞
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
庭
の
様
子
の
描
写
で
あ
る
。
庭
の

中
、
靄
が
柳
に
、
簾
が
カ
ー
テ
ン
に
積
み
重
ね
、
幾
重
に
な
っ
て
充
満
し
て
い
る
。
庭
の
描
写
は
そ
の
空
間
的
な
奥
行
き
（
深
さ
）
で
は
な
く
、

そ
の
空
間
の
隅
々
ま
で
に
も
の
が
充
満
し
て
い
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
当
然
庭
の
面
積
を
問
う
は
ず
が
な
い
た
め
に
、
庭
の
深
さ
に
対
す
る
「
問
い
」
は
、
象
徴
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
靄
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
で

朦
朧
と
し
た
幻
想
的
な
視
覚
効
果
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
時
刻
や
、
地
名
、
色
彩
、
形
な
ど
具
体
的
な
説
明
が
欠
け
て
い
る 

）
95
（

 

た
め
、

こ
こ
の
描
写
は
、
現
実
の
風
景
と
い
う
よ
り
、
や
は
り
象
徴
的
な
風
景
だ
と
理
解
す
べ
き
の
で
あ
ろ
う
。「
庭
」
の
深
さ
に
対
す
る
問
い
か
け
は
、

自
分
の
内
面
を
見
つ
め
よ
う
と
す
る
詩
人
の
姿
勢
を
表
し
て
い
る
。
柳
や
靄
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
充
満
し
て
い
る
庭
は
、
詞
人
の
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し

て
い
る
内
面
の
よ
う
な
も
の
と
連
想
し
や
す
い
。
詞
の
最
初
か
ら
詞
人
は
自
ら
の
内
面
を
直
視
し
、
庭
の
様
子
を
通
じ
て
、
自
分
の
内
面
を
象
徴

的
に
描
き
出
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
七
七
、
七
四
五
は
、「
過
分
」
と
い
う
部
分
で
、「
起
句
」
と
「
結
句
」
を
繋
げ
る
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
前
半
に
お
い

て
登
場
人
物
の
行
動
が
描
か
れ
て
い
る
。
高
い
楼
に
登
っ
て
夫
の
遊
ん
で
い
る
花
柳
の
巷
を
眺
め
よ
う
と
し
て
も
夫
の
姿
が
見
え
な
い
。
そ
の
行

動
を
通
じ
て
、
登
場
人
物
は
花
柳
の
巷
に
耽
る
夫
を
持
っ
て
い
る
妻
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
恋
を
叶
え
ら
れ
な
い
女
性
を
通
じ
て
、
詞
人
は
自

ら
の
叶
え
ら
れ
な
い
何
か
を
託
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
叶
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
た
心
情
で
あ
る
。
こ
の
女
性

は
詩
人
の
象
徴
的
な
姿
で
あ
る
。

　
「
過
分
」
の
後
半
に
お
い
て
、
季
節
、
天
候
、
及
び
時
刻
と
い
う
具
体
的
な
描
写
が
現
れ
る
。
三
月
の
暮
れ
と
い
う
晩
春
の
季
節
に
、
黄
昏
の

時
。
雨
は
横
様
に
吹
き
、
風
は
吹
き
荒
れ
て
い
る
。
詞
人
は
初
め
て
自
分
の
心
中
に
思
う
こ
と
を
言
葉
に
し
た 

）
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（

 

。
「
庭
の
扉
は
黄
昏
を
外
に
閉

め
出
せ
る
が
、
春
を
こ
の
ま
ま
引
き
止
め
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
」
と
。

　
詞
の
最
初
の
靄
は
幻
想
的
な
静
け
さ
を
持
つ
が
、
強
烈
な
風
や
雨
な
ど
は
、
動
的
な
現
実
感
を
持
っ
て
い
る
。
内
面
の
世
界
に
静
か
に
浸
っ
て
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自
分
を
見
つ
め
て
い
る
詞
人
は
、
暮
春
の
黄
昏
に
、
強
い
風
に
吹
か
れ
、
雨
に
打
た
れ
て
、
ふ
っ
と
自
分
の
肉
身
が
置
か
れ
て
い
る
現
実
の
世
界

に
立
ち
戻
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
時
、
彼
は
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
た
。「
春
が
も
う
終
り
だ
」
と
。
内
側
に
閉
じ
こ
も
る
詞
人
は
、
急
に
内

面
か
ら
覚
め
た
よ
う
に
、
外
側
の
自
然
に
目
を
向
け
る
。

　
詞
の
最
後
の
結
句
は
、
王
国
維
の
選
ん
だ
最
後
の
二
句
で
あ
る
。
詞
人
は
近
く
に
あ
る
花
の
存
在
に
気
づ
い
た
。
涙
目
で
花
に
「
話
し
か
け
る
」

と
い
う
描
写
は
、
単
に
女
性
の
孤
独
さ
を
表
し
て
い
る
も
の
で
も
な
く
、
花
に
憐
れ
み
を
求
め
る
も
の
で
も
な
い
。
詞
人
は
、
自
分
自
身
を
憐
れ

む
よ
う
に
、
も
う
じ
き
枯
れ
て
し
ま
う
晩
春
の
花
を
憐
れ
ん
で
い
る
。
花
は
詞
人
で
あ
る
。
彼
の
目
に
映
っ
て
い
る
花
は
、
落
ち
て
乱
れ
、
風
に

飛
ば
さ
れ
て
い
く
。
飛
ば
さ
れ
て
い
く
花
を
目
で
追
っ
て
、
風
に
揺
ら
め
く
空
っ
ぽ
の
ブ
ラ
ン
コ
が
目
に
入
る
。
花
の
惨
め
な
姿
、
ブ
ラ
ン
コ
の

空
虚
な
姿
は
ど
れ
も
詩
人
自
身
の
姿
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
春
が
過
ぎ
る
こ
と
や
、
花
が
落
ち
る
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
自
然
現
象
で
あ
る
。
だ
が
、
現
実
の
世
界
に
身
を
置
き
な
が
ら
も
、
心
の

世
界
（
感
情
の
世
界
、
自
己
意
識
の
世
界
）
に
生
き
て
い
る
詞
人
は
、
五
感
で
は
な
く
、
心
を
持
っ
て
自
然
現
象
を
感
知
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

彼
し
か
感
知
で
き
な
い
感
覚
を
得
ら
れ
る
。
彼
は
そ
の
感
覚
を
文
字
に
し
て
詞
に
書
い
た
場
合
は
、
彼
し
か
で
き
な
い
詞
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

五
感
は
万
人
に
通
じ
る
が
、
心
は
一
人
一
人
異
な
る
。
心
こ
そ
人
間
の
自
分
し
か
な
い
「
自
己
」
に
な
り
う
る
。
そ
の
「
自
己
」
こ
そ
「
意
極
ま

る
な
し
」
も
の
で
あ
る
。

　
詞
人
の
馮
嚴
巳
は
、
五
代
の
南
唐
の
朝
廷
の
総
理
大
臣
で
あ
っ
た
。
南
唐
は
中
国
の
南
の
地
方
の
小
さ
い
国
で
、
北
に
は
宋
と
い
う
国
が
日
々

に
強
国
と
な
っ
て
い
っ
て
、
常
に
占
領
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
性
に
さ
ら
わ
れ
て
い
る
。
総
理
大
臣
と
し
て
の
彼
は
大
き
な
危
機
感
を
抱
え
て
い
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
朝
廷
で
は
政
治
闘
争
が
激
し
く
、
彼
は
常
に
誹
謗
中
傷
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
傷
は
後
代
の
彼
の
詞
の
価
値
判
断
に
も
影

響
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
た 

）
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（

 

。
先
程
触
れ
た
よ
う
に
、
王
国
維
は
「
和
淚
試
嚴
妝
」
で
馮
嚴
巳
の
詞
を
評
価
し
た
。
鏡
の
前
、
涙
を
拭
き

な
が
ら
も
美
し
く
化
粧
を
施
し
て
い
る
、
女
性
の
姿
。
そ
れ
は
王
国
維
の
感
じ
た
馮
嚴
巳
の
「
自
己
」
で
あ
る
。
詞
に
作
り
上
げ
た
詩
人
の
「
自

己
」
に
対
し
て
、
鑑
賞
者
も
ま
た
心
で
感
じ
る
し
か
な
い
。
感
じ
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
抽
象
的
で
象
徴
的
な
表
現
し
か
表
せ
な
い
の
で
あ
ろ
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う
。

　
「
踏
莎
行
」
の
作
者
は
、
政
治
家
で
詞
人
の
秦
観
で
あ
る
。
秦
観
は
政
治
の
道
で
挫
折
を
重
ね
て
い
た
政
治
家
で
あ
る
。「
踏
莎
行
」
は
彼
の

二
回
目
の
左
遷
を
経
験
し
た
後
、
左
遷
先
に
赴
任
し
た
二
年
目
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る 

）
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（

 

。
秦
観
に
関
し
て
も
、
王
国
維
は
今
ま
で
の
詩
論

を
見
直
し
て
い
る
。
今
ま
で
の
詩
論
は
秦
観
と
同
じ
く
宋
代
の
詞
人
晏
幾
道
の
風
格
が
近
い
と
評
価
し
て
い
る
が
、
王
国
維
は
晏
幾
道
よ
り
秦
観

の
方
が
「
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
言
葉
で
も
味
わ
い
が
あ
り
、
意
味
の
浅
い
語
で
も
風
致
が
あ
る
」 

）
99
（

 

と
評
価
し
て
い
る
。「
味
わ
い
」
や
「
風
致
」

な
ど
は
、
文
字
通
り
の
意
味
で
は
な
く
、
そ
の
含
蓄
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
王
国
維
は
秦
観
の
「
踏
莎
行
」
を
「
淒
厲
」
と
い
う
一
言

で
評
価
し
て
い
る 

）
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。「
淒
厲
」
と
い
う
の
は
元
々
悲
し
く
て
鋭
い
鳥
の
悲
鳴
を
表
す
形
容
詞
で
あ
る
。
こ
の
詞
に
お
い
て
宋
代
の
有
名
な
詞
人

で
秦
観
の
友
人
で
も
あ
る
蘇
東
坡
は
最
後
の
二
句
を
評
価
し
て
い
る
が
、
王
国
維
は
そ
れ
が
秦
観
の
詞
の
表
面
し
か
見
え
て
い
な
い
と
指
摘
し
、

他
の
二
句
を
取
り
上
げ
て
い
る 

）
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（

 
。
そ
の
二
句
は
「
有
我
の
境
」
に
二
つ
目
の
例
と
し
て
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
「
踏
莎
行
」
を
見

よ
う
。霧

失
樓
臺
，
月
迷
津
渡
，
桃
源
望
斷
無
尋
處
。

（
霧
に
樓
臺
を
失
い
，
月
に
津
渡
に
迷
ひ
，
桃
源
望
斷
す
れ
ど
も
尋
ぬ
る
處
無
し
。
）

可
堪
孤
館
閉
春
寒
，
杜
鵑
聲
裏
斜
陽
暮
。

（
可
ぞ
堪
へ
ん
孤
館
春
寒
に
閉
ざ
さ
れ
，
杜
鵑
の
聲
裏
に
斜
陽
暮
る
る
に
。）

驛
寄
梅
花
，
魚
傳
尺
素
，
砌
成
此
恨
無
重
數
。

（
驛
は
梅
花
を
寄
せ
，
魚
は
尺
素
を
傳
ふ
，
砌
み
成
す
此
こ
の
恨
み
重
數
無
し
。）

郴
江
幸
自
繞
郴
山
，
爲
誰
流
下
瀟
湘
去
。

（
郴
江
は
幸
自
よ
り
郴
山
を
繞
る
べ
き
も
，
誰
が
爲
に
流
れ
下
り
て
瀟
湘
に
去
る
や
。
） 

）
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全
五
十
四
文
字
で
、
文
字
の
配
置
は
、
四
四
七
、
七
七
、
四
四
七
、
七
七
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
起
句
」
は
、
霧
か
ら
始
ま
る
。
霧
に
覆
わ

れ
る
楼
台
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
描
写
は
桃
源
郷
と
い
う
現
実
に
存
在
し
な
い
理
想
郷
が
登
場
す
る
。「
月
の
明
か
り
で
は
川
の

渡
り
場
を
探
そ
う
と
し
て
も
迷
っ
て
し
ま
う
。
桃
源
郷
を
尋
ね
よ
う
に
も
尋
ね
る
術
が
な
い
。
」
桃
源
郷
は
詩
人
陶
淵
明
の
「
桃
源
郷
記
」
に
登

場
す
る
理
想
郷
で
、
あ
る
魚
師
が
谷
川
で
船
に
乗
っ
て
偶
然
に
桃
源
郷
の
入
り
口
に
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
こ
の
川
の
渡
り
場
（
津
渡
）

は
桃
源
郷
へ
渡
れ
る
渡
り
場
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
月
の
薄
暗
い
光
で
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
直
後
に
桃
源
郷
を
尋
ね
よ
う
に

も
尋
ね
る
術
が
な
い
と
続
い
た
た
め
、
桃
源
郷
へ
行
く
道
を
見
失
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
起
句
は
実
際
の
風
景
で
は
な
く
、
詞
人

の
心
の
風
景
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
蝶
恋
花
の
最
初
に
描
写
さ
れ
て
い
る
庭
は
、
柳
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
登
場
さ
れ
、
ま
だ
日
常
的
な
感
覚
を
帯
び
て
い
る
が
、
踏
莎
行
の
最
初
は
、

霧
、
楼
台
、
月
、
渡
り
場
、
さ
ら
に
桃
源
郷
が
登
場
し
、
日
常
的
な
感
覚
が
全
く
帯
び
て
い
な
い
。
心
の
風
景
で
あ
る
こ
と
は
よ
り
明
瞭
と
な
っ

て
い
る
。
秦
觀
は
馮
嚴
巳
よ
り
も
深
く
自
分
の
感
情
世
界
に
立
ち
篭
っ
て
い
る
。
ま
た
、
馮
嚴
巳
は
柳
と
カ
ー
テ
ン
を
用
い
て
、
し
な
や
か
さ
を

醸
し
出
し
て
い
る
が
、
秦
觀
は
、
頑
固
と
し
た
建
築
物
と
し
て
の
楼
台
や
夜
の
渡
り
場
な
ど
を
用
い
て
硬
さ
と
冷
徹
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
蝶

恋
花
よ
り
も
踏
莎
行
の
「
起
句
」
は
感
情
的
に
重
々
し
く
て
、
絶
望
感
に
満
ち
て
い
る
。

　
詞
の
「
起
句
」
に
続
く
中
盤
の
「
過
分
」
の
最
初
の
二
句
は
王
国
維
の
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。「
別
れ
を
恨
み
て
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す
」
と
「
春

望
」
で
語
る
杜
甫
と
共
通
し
て
い
る
の
は
、
秦
観
も
ま
た
一
人
で
赴
任
し
、
家
族
と
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い
る
。
ひ
っ
そ
り
と
し
た
住
居
に
閉
じ

篭
っ
て
い
る
彼
は
、
深
く
自
分
の
内
面
の
世
界
に
閉
じ
篭
っ
て
い
る
。
外
の
世
界
は
も
う
彼
と
関
係
な
く
、
彼
は
ま
る
で
抜
け
殻
の
よ
う
に
外
の

世
界
を
感
知
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
早
春
の
寒
さ
は
少
し
ず
つ
彼
の
肌
に
染
み
込
ん
で
き
た
。
急
に
そ
の
寒
さ
を
肌
で
感
じ
た
時
、
彼

は
内
面
か
ら
目
覚
め
る
。
肌
が
刺
さ
れ
る
よ
う
な
冷
た
さ
、
鼓
膜
が
刺
さ
れ
る
よ
う
な
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
、
そ
し
て
、
網
膜
に
映
っ
て
い
る

夕
日
の
光
が
だ
ん
だ
ん
と
暗
く
な
っ
て
い
く
。
早
春
の
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
な
い
の
は
、
秦
観
の
体
で
は
な
く
、
心
で
あ
ろ
う
。
先
程
触
れ
た
よ
う

に
、
王
国
維
は
「
淒
厲
」
と
い
う
元
々
悲
し
く
て
鋭
い
鳥
の
悲
鳴
を
表
現
す
る
形
容
詞
で
秦
観
の
「
踏
莎
行
」
を
評
価
し
て
い
る
。
王
国
維
は
、
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秦
観
の
心
で
感
じ
て
い
た
、
暗
く
な
っ
て
い
く
黄
昏
で
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
、
た
だ
一
羽
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
秦
観
自
身
の
姿
だ
と
感
じ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
秦
観
は
蘇
東
坡
が
詞
の
最
後
の
二
句
「
郴
江
は
幸
自
よ
り
郴
山
を
繞
る
べ
き
も
，
誰
が
爲
に
流
れ
下
り
て
瀟
湘
に
去
る
や
」
を
最
も
評
価
し
て

い
る
。
こ
の
二
句
に
対
し
て
、
色
ん
な
角
度
か
ら
解
釈
で
き
る
。
例
え
ば
、
繰
り
返
し
て
左
遷
さ
れ
る
自
ら
の
不
幸
な
運
命
に
対
す
る
嘆
き
、
あ

る
い
は
友
人
で
あ
る
蘇
東
坡
か
ら
離
れ
る
こ
と
の
悔
し
み 

）
103
（

 

。
何
れ
に
し
て
も
、
秦
観
の
「
感
じ
て
い
る
」
も
の
で
は
な
く
、
心
中
に
「
思
っ

て
い
る
」
も
の
で
あ
る
。
王
国
維
は
あ
く
ま
で
も
詞
人
の
「
感
じ
る
」
感
覚
を
重
要
視
し
て
い
る
。

　
詞
人
は
心
を
持
っ
て
自
然
物
を
感
じ
て
い
る
た
め
、
そ
の
感
覚
こ
そ
、
詞
人
の
心
の
特
質
を
最
も
表
し
て
い
る
。
そ
の
特
質
こ
そ
詞
人
の
持
つ

唯
一
無
二
の
自
己
で
あ
る
。
ま
た
、
描
き
だ
さ
れ
た
の
は
「
感
覚
」
で
あ
る
た
め
、
鑑
賞
者
も
「
感
じ
と
る
」
こ
と
が
で
き
る
。
詩
人
は
「
感
じ

て
い
る
」
感
覚
を
描
き
、
鑑
賞
者
は
そ
の
感
覚
を
「
感
じ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
一
人
の
人
間
の
独
自
な
自
己
を
感
じ
、
共
鳴
す
る
。
共
鳴
で
き
た

と
い
う
こ
と
は
、
詩
人
の
自
己
を
感
じ
た
時
、
鑑
賞
者
は
、
自
ら
の
自
己
も
感
じ
た
か
ら
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
自
己
は
独
自
で
あ
り
な
が
ら
も
普

遍
性
を
帯
び
て
い
る
。

　
「
有
我
の
境
は
，
我
を
以
て
物
を
觀
る
，
故
に
物
皆
な
我
の
色
彩
を
著
く
。」
王
国
維
は
「
物
皆
な
我
の
色
彩
を
著
く
」
と
い
う
比
喩
的
な
表

現
を
用
い
た
が
、
彼
の
言
う
「
色
」
は
詩
人
の
「
心
」、「
感
情
」、「
自
己
意
識
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
感
情
は
人
間
の
内
側
に
あ

る
も
の
で
、
目
に
見
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
耳
に
聞
こ
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
内
面
の
感
情
は
感
覚
器
官
で
感
じ
ら
れ
な
い
。
心
理

学
の
「
心
物
相
関
」
で
考
え
れ
ば
、
感
じ
て
い
る
外
物
は
、
自
ら
の
心
で
、
自
ら
の
感
情
で
あ
る
。
自
然
物
に
触
れ
、
そ
の
瞬
間
に
感
じ
た
も
の

は
、
そ
の
瞬
間
の
自
分
の
心
で
あ
っ
て
、
自
分
の
感
情
で
あ
る
。
観
る
と
は
、「
心
で
感
じ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
心
と
は
心
理
学
的
な
心
で
、

人
間
の
感
情
で
あ
る
。
有
我
の
境
と
は
「
心
の
感
じ
た
感
覚
」
で
あ
る
。
そ
の
感
覚
は
、
人
間
の
「
独
自
な
自
己
」
の
表
れ
で
あ
る
。
芸
術
と
は
、

人
間
の
独
自
な
自
己
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
表
現
は
、
人
間
の
感
情
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
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小
結

　
日
本
の
哲
学
者
桑
木
厳
翼
の
西
洋
の
認
識
論
を
用
い
て
分
析
し
た
荀
子
の
「
天
官
論
」
を
読
ん
で
、
王
国
維
は
、
荀
子
の
「
天
官
論
」
は
古
代

の
中
国
思
想
の
「
真
理
」
だ
と
感
じ
た
。
彼
の
最
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
天
官
論
に
お
け
る
「
心
の
働
き
（
心
の
徴
知
）」
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
人
間
は
感
覚
だ
け
で
は
な
く
、
心
も
通
じ
て
外
物
を
認
識
し
て
い
る
。

　
桑
木
厳
翼
の
哲
学
以
外
に
、
王
国
維
は
元
良
勇
次
郎
と
い
う
心
理
学
者
の
心
理
学
に
も
出
会
っ
て
い
た
。
元
良
勇
次
郎
の
心
理
学
研
究
の
特
徴

は
、
中
国
の
儒
学
思
想
を
視
野
に
入
れ
、
そ
の
比
較
に
よ
っ
て
西
洋
の
心
理
学
を
論
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
が
中
国
の
儒
学
思
想
を
心

理
学
と
見
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
儒
学
の
言
う
「
心
」
の
本
質
を
「
感
情
」
と
し
、「
心
」
は
外
物
と
離
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
元
良

勇
次
郎
の
論
じ
る
「
心
物
相
関
論
」
に
お
い
て
、
王
国
維
は
白
居
易
の
「
心
を
痛
ま
し
む
る
の
色
」
、「
腸
を
断
つ
の
聲
」
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い

る
。
月
を
眺
め
た
詩
人
の
「
観
た
」
色
は
、
心
を
痛
む
色
で
あ
っ
た
。
万
人
に
通
じ
る
視
覚
で
見
れ
ば
月
は
同
じ
色
で
あ
る
が
、
自
分
し
か
な
い

心
で
月
を
観
れ
ば
、
自
分
し
か
観
え
な
い
色
と
な
る
。
さ
ら
に
彼
は
杜
甫
の
春
望
と
結
び
つ
け
る
。「
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺
ぎ
、
別
れ

を
恨
み
て
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す
。」
悲
し
い
時
は
、
人
が
楽
し
く
感
じ
る
花
や
小
鳥
の
さ
え
ず
り
さ
え
も
悲
し
く
感
じ
る
。
詩
人
は
、
万
人
に

共
通
す
る
感
官
で
は
な
く
、
自
分
だ
け
の
心
（
感
情
、
自
己
意
識
）
で
外
物
を
感
知
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、『
人
間
詞
話
』
の
「
有
我
の
境
」
に
王
国
維
の
挙
げ
た
詞
の
二
句
は
「
春
望
」
と
共
通
し
て
い
る
。「
涙
眼
も
て
花
に
問
え
ど
も
花
は

語
ら
ず
、
乱
紅
飛
ん
で
秋
千
を
過
ぎ
て
去
く
」、「
可
ぞ
堪
へ
ん
孤
館
春
寒
に
閉
ざ
さ
れ
，
杜
鵑
の
聲
裏
に
斜
陽
暮
る
る
に
」
。「
我
を
持
っ
て
物
を

観
れ
ば
、
物
は
我
の
色
に
染
ま
る
」
と
説
明
す
る
。
詞
の
最
初
の
一
句
は
「
我
を
持
っ
て
物
を
観
る
」
と
理
解
す
れ
ば
、
「
我
」
と
は
「
心
」
で
、

「
観
る
」
と
は
「
心
で
感
知
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
次
の
一
句
は
「
物
は
我
の
色
を
著
（
は
）
く
」
と
理
解
す
れ
ば
、
心
で
感
知

し
た
物
は
、
色
や
、
形
、
音
、
動
き
な
ど
の
持
つ
心
で
あ
っ
て
、
生
き
て
い
る
心
で
あ
る
。
「
乱
紅
飛
ん
で
秋
千
を
過
ぎ
て
去
く
」
の
惨
め
な
姿

の
乱
紅
と
空
っ
ぽ
の
秋
千
、「
杜
鵑
の
聲
裏
に
斜
陽
暮
る
る
に
」
の
悲
鳴
を
あ
げ
る
杜
鵑
と
暗
黒
に
沈
む
斜
陽
、
ど
れ
も
詩
人
の
生
き
て
い
る
心
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で
あ
る
。
こ
こ
に
王
国
維
の
い
う
「
境
界
」
が
成
り
立
つ
。
こ
こ
に
中
国
美
学
の
独
自
性
が
生
ま
れ
る
。

註

（
1
） 

陳
望
衡
『
中
国
美
学
史
』、
人
文
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
頁
。
原
文：

「
中
国
美
学
，
大
体
上
可
以
分
为
古
典
形
态
与
现
代
形
态
。

古
典
形
态
从
先
秦
一
直
到
清
王
朝
结
束
。
古
典
形
态
的
中
国
美
学
，
是
完
全
不
同
于
西
方
美
学
的
一
种
美
学
，
现
代
形
态
的
美
学
则
基
本

上
是
将
西
方
美
学
移
植
过
来
的
。
通
常
讲
的
中
国
美
学
是
指
中
国
美
学
的
古
典
形
态
。」

（
2
） 

陳
望
衡
、
前
掲
著
作
、
緒
論
二
頁
。
原
文：

「
如
果
说
西
方
美
学
提
问
的
方
式
是
〝
美
为
何
？
〟
那
么
，
中
国
古
典
美
学
的
提
问
则
是
〝
美

在
何
？
〟」

（
3
） 

陳
望
衡
、
前
掲
著
作
、
緒
論
二
頁
～
三
頁
。
原
文：

「
按
中
国
美
学
的
看
法
，
美
不
是
抽
象
的
存
在
，
要
问
美
在
哪
里
，
美
就
在
〝
意
象
〟

之
中
。」「
美
的
创
造
表
现
为
〝
意
象
〟
的
产
生
及
向
境
界
的
升
华
。」

（
4
） 

陳
望
衡
、
前
掲
著
作
、
緒
論
二
頁
。
原
文：
「
审
美
（aesthetic

）
这
个
概
念
，
按
美
学
学
科
创
始
人
十
八
世
纪
德
国
哲
学
家
鲍
姆
嘉
通

的
看
法
，
为
感
性
认
识
的
完
善
，
强
调
的
是
人
的
感
性
或
者
说
情
感
的
活
动
。
美
学
应
为
感
性
学
。
实
际
上
，
在
西
方
，
美
学
研
究
以
〝
美
〟

与
〝
美
感
〟
为
中
心
。
美
与
美
感
都
是
感
性
的
存
在
，
应
该
说
研
究
美
与
美
感
并
没
有
脱
离
感
性
学
这
个
范
围
。
中
国
古
典
美
学
也
研
究

美
与
美
感
。」

（
5
） 

高
建
平
「
全
球
化
背
景
下
的
中
国
美
学
」、『
艺
术
理
论
与
美
学
』、
雲
南
民
族
芸
術
研
究
院
、
二
〇
〇
四
年
一
月
、
十
一
頁
。
原
文：

「
在

很
长
的
时
间
里
，
人
们
在
提
到
〝
中
国
美
学
〟
时
，
指
的
都
是
古
代
中
国
美
学
，
如
〝
儒
家
美
学
〟、〝
道
家
美
学
〟
等
等
。
」

（
6
） 

彭
鋒
『
回
归 

当
代
美
学
的
十
一
个
问
题
』、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
七
四
頁
。
原
文：

「
在
过
去
很
长
一
段
时
间
，
中
国

美
学
是
在
完
全
封
闭
的
情
况
下
进
行
自
我
繁
衍
。」
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（
7
） 

高
建
平
「
附
録：

学
術
訪
談
集
　
三
、
全
球
化
文
化
格
局
中
的
〝
中
国
美
学
〟」、
『
美
学
的
当
代
転
型
　
文
化
、
城
市
、
芸
術
』、
河
北
大

学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
二
五
〇
頁
。
原
文：

「
期
望
出
现
一
种
与
西
方
美
学
相
对
立
的
，
纯
而
又
纯
的
〝
中
国
美
学
〟，
是
不
现
实
的
，

也
不
是
通
向
正
确
方
向
的
学
术
态
度
。」

（
8
） 

高
建
平
、
前
掲
論
文
、
九
頁
。
原
文:

「
这
些
人
认
为
，
最
根
本
的
方
法
，
还
是
回
到
古
代
去
，
从
中
国
古
代
的
文
学
艺
术
理
论
中
汲
取

营
养
，
直
接
发
展
出
一
种
适
合
中
国
文
学
艺
术
的
理
论
来
。」

（
9
） 

高
建
平
、
前
掲
著
作
、
二
五
〇
頁
。
原
文：

「
我
们
要
考
虑
自
己
的
独
特
的
本
土
性
，
在
现
代
中
国
通
过
我
们
自
己
的
探
索
，
回
到
我
们

的
现
实
。
这
就
是
一
个
不
断
的
〝
中
国
化
〟，
向
〝
中
国
美
学
〟
生
成
的
过
程
。
从
另
一
方
面
看
，
如
果
一
位
中
国
美
学
家
的
创
新
在
全

世
界
产
生
影
响
的
话
，
那
未
尝
不
是
我
们
中
国
人
对
世
界
美
学
的
贡
献
，
这
当
然
就
是
一
种
现
代
意
义
上
的
〝
中
国
美
学
〟。」

（
10
） 

彭
峰
『
引
進
与
変
異
西
方
美
学
在
中
国
』、
首
都
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
五
頁
。
原
文：

「
不
可
否
认
，
当
今
世
界
美
学
的

主
流
是
西
方
美
学
；
但
这
并
不
意
味
着
西
方
美
学
就
是
世
界
美
学
。
世
界
美
学
是
一
个
更
富
包
容
性
的
概
念
，
一
旦
我
们
在
世
界
美
学
中

替
中
国
美
学
找
好
了
位
置
，
中
国
美
学
就
能
真
正
成
为
世
界
美
学
的
一
部
分
，
而
且
，
我
相
信
，
它
会
扮
演
越
来
越
重
要
的
角
色
。」

（
11
） 

陳
望
衡
、
前
掲
著
作
、
四
頁
。
原
文：

「
到
清
末
民
国
初
，
王
国
维
在
《
人
间
词
话
》
中
强
调
〝
境
界
〟
的
重
要
性
，
将
之
视
为
艺
术
美

之
本
，
又
提
出
人
生
也
有
境
界
。
于
是
境
界
遂
成
为
中
国
古
典
美
学
的
最
高
范
畴
。」
日
本
語
訳：

「
清
朝
末
期
民
国
初
期
に
至
っ
て
、

王
国
維
は
『
人
間
詞
話
』
に
お
い
て
「
境
界
」
の
重
要
性
を
強
調
し
、
芸
術
美
の
本
と
見
な
す
と
と
も
に
、
人
生
に
も
境
界
が
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
境
界
は
中
国
古
典
美
学
の
重
要
な
範
疇
と
な
っ
た
。」

（
12
） 

高
建
平
、
前
掲
著
作
、
二
五
〇
頁
。
原
文：

「
王
国
维
的
境
界
说
，
也
是
在
西
方
美
学
的
启
示
下
通
过
对
传
统
中
国
诗
歌
观
念
的
发
展
而

提
出
的
。
他
的
〝
有
我
之
境
〟
与
〝
壮
美
〟
有
对
应
关
系
，〝
无
我
之
境
〟
与
〝
优
美
〟
有
对
应
关
系
。
这
些
理
论
都
与
康
德
与
叔
本
华

的
理
论
有
传
承
关
系
，
但
是
他
在
努
力
地
使
之
发
展
成
非
常
具
有
中
国
特
色
的
理
论
。」
日
本
語
訳：

「
王
国
維
の
境
界
説
は
、
西
洋
美

学
に
啓
発
さ
れ
、
中
国
伝
統
的
な
詩
の
観
念
を
発
展
し
、
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
の
「
有
我
の
境
」
と
「
壮
美
」
の
対
応
関
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係
及
び
「
無
我
の
境
」
と
「
優
美
」
の
対
応
関
係
、
そ
れ
ら
の
理
論
は
カ
ン
ト
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
理
論
と
伝
承
的
な
関
係
を
持
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
彼
は
中
国
の
特
色
の
持
つ
理
論
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
精
一
杯
努
力
し
た
。
」

（
13
） 『
人
間
詞
話
』
は
全
六
四
則
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
詞
論
で
あ
る
。
最
初
は
一
九
〇
八
年
一
〇
月
か
ら
一
九
〇
九
年
一
月
ま
で
に
出
版
さ

れ
た
雑
誌
『
国
粋
学
報
』
の
四
十
七
号
、
四
十
九
号
、
五
〇
号
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
一
九
二
六
年
に
樸
社
に
よ
っ
て
単
行

本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

（
14
） 

本
論
文
の
「
人
間
詞
話
」
は
『
王
国
維
全
集
』（
謝
維
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
広
東
教
育
出
版
社
、
浙
江
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
の

第
一
巻
（
四
六
一
頁
～
四
八
一
頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
基
づ
く
。

（
15
） 

詞
と
詩
の
異
な
る
点
は
、
そ
の
形
式
に
お
い
て
、
詩
の
場
合
は
、
五
言
、
七
言
な
ど
全
篇
の
各
句
は
同
一
の
文
字
数
で
あ
る
が
、
詞
は
、

各
句
の
文
字
数
は
同
一
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
全
篇
に
お
い
て
は
、
三
文
字
、
五
文
字
、
七
文
字
の
句
が
混
在
し
合
う
。

（
16
） 

葉
嘉
瑩
、
繆
鉞
共
著
、「
論
詞
的
起
源
」、「
總
論
詞
體
的
特
質
」、『
谿
靈
詞
説
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
一
頁
～
二
十
九
頁

参
考
。

（
17
） 

宋
代
の
有
名
な
詩
論
『
滄
浪
詩
話
』（
厳
羽
）、『
六
一
詩
話
』（
欧
陽
修
）、『
白
石
詩
話
』（
姜
夔
）
、
『
滹
南
詩
話
』
（
王
若
虚
）
な
ど
は
す

べ
て
そ
の
文
体
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
18
） 

原
文：

「
一
、
詞
以
境
界
爲
最
上
。
有
境
界
則
自
成
高
格
，
自
有
名
句
。
五
代
、
北
宋
之
詞
所
以
獨
絕
者
在
此
。
」

（
19
） 

謝
維
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
『
王
国
維
全
集
』
の
第
一
巻
（
四
八
五
頁
～
五
四
〇
頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
基
づ
く
。

（
20
） 

原
文：

「
言
氣
質
，
言
神
韻
，
不
如
言
境
界
。
境
界
，
本
也
。
氣
質
格
律
神
韻
末
也
。
有
境
界
而
三
者
隨
之
。」

（
21
） 

原
文：

「
九
、
嚴
滄
浪
《
詩
話
》
謂：

〝
盛
唐
諸
公
，
唯
在
興
趣
。
羚
羊
挂
角
，
無
迹
可
求
。
故
其
妙
處
，
透
澈
玲
瓏
，
不
可
湊
拍
。
如

空
中
之
音
、
相
中
之
色
、
水
中
之
影
、
鏡
中
之
象
，
言
有
盡
而
意
無
窮
。〟
餘
謂
北
宋
以
前
之
詞
，
亦
複
如
是
。
然
滄
浪
所
謂
〝
興
趣
〟，

阮
亭
所
謂
〝
神
韻
〟，
猶
不
過
道
其
面
目
；
不
若
鄙
人
拈
出
〝
境
界
〟
二
字
爲
探
其
本
也
。」
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（
22
） 

葉
嘉
瑩
「
第
二
編 

王
國
維
的
文
學
批
評
　
第
三
章
《
人
間
詞
話
》
中
批
評
之
理
論
與
實
踐
　
三
餘
論
－
《
人
間
詞
話
境
界
說
與
中
國
傳

統
詩
說
之
關
係
》 

三
、
王
阮
亭
的
神
韻
說
及
其
與
興
趣
說
之
關
係
　
四
、
神
韻
說
與
興
趣
說
的
主
要
分
歧
」
、『
王
國
維
及
其
文
學
批
評
』、

中
華
書
局
、
三
二
四
頁
～
三
三
二
頁
参
考
。

（
23
） 

葉
嘉
瑩
「
第
二
編 

王
國
維
的
文
學
批
評 

第
三
章
《
人
間
詞
話
》
中
批
評
之
理
論
與
實
踐
　
二
、
興
趣
之
義
界
－
詩
歌
中
興
發
感
動
之
作
用
」、

前
掲
著
作
、
三
二
〇
頁
参
考
。
原
文：

「
像
這
種
對
於
「
心
」「
物
」
之
間
興
發
感
動
之
作
用
的
重
視
，
在
中
國
詩
論
中
實
在
有
著
悠
久

的
傳
統
，《
毛
詩
大
序
》
中
便
曾
經
有
過
「
情
動
於
中
而
形
於
言
」
的
話
，《
禮
記
樂
記
》
便
曾
經
有
過
「
人
心
之
動
，
物
使
之
然
也
的
話
，

可
見
在
中
國
詩
論
中
，
原
來
早
就
注
意
到
了
詩
歌
情
意
之
感
動
與
外
物
之
感
發
作
用
的
重
要
性
。」

（
24
） 

葉
嘉
瑩
「
第
二
編 

王
國
維
的
文
學
批
評
　
第
三
章
《
人
間
詞
話
》
中
批
評
之
理
論
與
實
踐
　
三
餘
論
－
《
人
間
詞
話
境
界
說
與
中
國
傳

統
詩
說
之
關
係
》」、
前
掲
著
作
、
三
一
四
頁
。
原
文：

「
所
以
要
想
深
入
討
論
人
間
詞
話
的
境
界
說
，
並
需
要
對
中
國
傳
統
的
詩
說
也
具

有
相
當
的
了
解
。」

（
25
） 

原
文：

「
严
羽
的
〝
兴
趣
〟、
王
士
禎
的
〝
神
韵
〟、
王
国
维
的
〝
境
界
〟
都
是
概
括
文
艺
特
性
的
范
畴
，
它
们
是
一
线
下
来
的
。
不
同
的

只
是
兴
趣
、
神
韵
偏
于
主
观
的
感
受
，
因
此
比
较
朦
胧
恍
惚
，
显
得
难
以
捉
摸
，
不
免
带
上
一
种
神
秘
色
彩
。
而
境
界
则
已
诗
词
本
身
的

形
象
和
情
感
内
容
着
论
，
因
此
比
较
清
楚
，
确
定
，
没
有
神
秘
色
彩
。
就
这
方
面
说
，
王
国
维
的
境
界
说
比
起
严
羽
的
〝
兴
趣
说
〟，
王

士
禎
的
〝
神
韵
说
〟
来
确
实
进
了
一
步
。」
姚
柯
夫
编
『
人
间
词
话
及
评
论
汇
编
』、
北
京
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
二
七
四
頁

～
二
七
五
頁
。

（
26
） 

原
文：

「
二
、
有
造
境
，
有
寫
境
，
此
〝
理
想
〟
與
〝
寫
實
〟
二
派
之
所
由
分
。
然
二
者
頗
難
分
別
。
因
大
詩
人
所
造
之
境
，
必
合
乎
自

然
，
所
寫
之
境
，
亦
必
鄰
於
理
想
故
也
。」

（
27
） 

張
兵
「
王
国
维
《
人
间
词
》
研
究
」、『
重
庆
大
学
学
报
』、
二
〇
〇
九
年
第
十
一
巻
第
一
期
、
六
十
四
頁
～
六
十
五
頁
。

（
28
） 

原
文：

「
三
、
有
有
我
之
境
，
有
無
我
之
境
。〝
淚
眼
問
花
花
不
語
，
亂
紅
飛
過
秋
千
去
。〟
〝
可
堪
孤
館
閉
春
寒
，
杜
鵑
聲
裏
斜
陽
暮
。〟
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有
我
之
境
也
。〝
采
菊
東
籬
下
，
悠
然
見
南
山
。〟〝
寒
波
澹
澹
起
，
白
鳥
悠
悠
下
。〟
無
我
之
境
也
。
有
我
之
境
，
以
我
觀
物
，
故
物
皆
著

我
之
色
彩
。
無
我
之
境
，
以
物
觀
物
，
故
不
知
何
者
爲
我
，
何
者
爲
物
。
古
人
爲
詞
，
寫
有
我
之
境
者
爲
多
，
然
未
始
不
能
寫
無
我
之
境
，

此
在
豪
傑
之
士
能
自
樹
立
耳
。」

（
29
） 

謝
唯
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
、
四
六
一
頁
。
原
文：

「
無
我
之
境
，
人
惟
于
靜
中
得
之
。
有
我
之
境
，
於
由
動
之
靜
時
得
之
。」

（
30
） 

無
我
の
境
に
関
し
て
は
、「
無
我
の
境
」
は
人
が
自
我
の
意
志
が
滅
し
た
後
、
外
物
と
の
利
害
関
係
が
な
く
対
立
し
な
い
境
界
だ
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
葉
嘉
瑩
「
第
二
編 

王
國
維
的
文
學
批
評 

第
三
章
《
人
間
詞
話
》
中
批
評
之
理
論
與
實
踐
　
二
、
有
關
境
界
的
一
些
其
他

問
題
」、『
王
國
維
及
其
文
學
批
評
』、
中
華
書
局
、
二
三
〇
頁
参
考
。
原
文：

「
而
「
無
我
之
境
」
則
是
指
當
吾
人
已
泯
滅
了
自
我
之
意
志
，

因
而
與
外
物
並
無
利
害
關
係
相
對
立
時
的
境
界
。」

（
31
） 

葉
嘉
瑩
「
第
二
編 

王
國
維
的
文
學
批
評 

第
三
章
《
人
間
詞
話
》
中
批
評
之
理
論
與
實
踐
　
二
、
有
關
境
界
的
一
些
其
他
問
題
」、
前
掲
著

作
、
二
三
〇
頁
参
考
。
原
文：

「
在
其
《
叔
本
華
哲
學
及
其
教
育
學
說
》
一
文
中
，
曾
述
及
「
優
美
」
與
「
壯
美
」
之
區
別
云：

今
有
一

物
令
人
忘
利
害
之
關
係
而
不
厭
者
，
謂
之
曰
優
美
之
感
情
。
若
其
物
直
接
不
利
於
吾
人
之
意
志
，
而
意
志
為
之
破
裂
，
唯
由
知
識
冥
想
其

理
念
者
，
謂
之
曰
壯
美
之
感
情
。
經
由
此
種
觀
念
，
再
來
看
他
所
解
釋
的
「
有
我
」「
無
我
」
之
說
，
我
們
就
會
了
解
他
所
說
的
「
有
我

之
境
」，
原
來
乃
是
指
當
吾
人
存
有
「
我
」
之
意
志
，
因
而
與
外
物
有
某
種
相
對
立
之
利
害
關
係
時
之
境
界
。
而
「
無
我
之
境
」
則
是
指

當
吾
人
已
泯
滅
了
自
我
之
意
志
，
因
而
與
外
物
並
無
利
害
關
係
相
對
立
時
的
境
界
。
」

（
32
） 

仏
雛
『
王
国
维
詩
学
研
究
』、
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
二
三
九
頁
～
二
四
〇
頁
参
考
。

（
33
） 

羅
鋼
「
七
宝
楼
台
，
拆
碎
不
成
片
断
；
王
国
维
〝
有
我
之
境
〟、〝
无
我
之
境
〟
说
探
源
」
、『
中
国
现
代
文
学
研
究
丛
刊
』、
二
〇
〇
六
年

第
二
期
、
一
六
八
頁
、
原
文：

「
因
为
二
者
产
生
的
条
件
是
完
全
不
同
的：

崇
高
感
的
产
生
是
由
物
及
我
，
它
总
是
由
一
个
无
论
是
基
于

数
量
还
是
基
于
力
量
的
巨
大
的
外
物
对
主
体
构
成
的
某
种
压
迫
所
产
生
的
；
而
〝
有
我
之
境
〟
的
特
征
是
〝
以
我
观
物
，
物
皆
著
我
之
色

彩
〟，
它
的
产
生
是
由
我
及
物
的
，
是
由
主
体
把
自
己
的
情
感
和
意
识
外
射
到
周
围
的
景
物
上
而
产
生
的
。
」
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（
34
） 

羅
鋼
、
前
掲
論
文
、
一
四
九
頁
。
原
文：

「
主
观
的
心
境
，
意
志
的
感
受
把
自
己
的
色
彩
反
映
在
直
观
看
到
的
环
境
上
，
后
者
对
于
前
者

亦
复
如
是
。」

（
35
） 
羅
鋼
、「
本
与
末
―
王
国
维
境
界
说
与
中
国
古
代
诗
学
传
统
关
系
的
再
思
考
」
、『
文
史
哲
』、
二
〇
〇
九
年
、
第
一
期
。

（
36
） 

劉
鋒
傑
、
趙
言
領
「
是
〝
幻
想
〟
还
是
〝
真
象
〟
－
以
罗
钢
教
授
论
〝
隔
与
不
隔
〟
的
商
榷
」、
『
学
术
月
刊
』
、
上
海
市
社
会
科
学
界
聯

合
会
出
版
、
一
〇
七
頁
。
原
文：

「
我
们
不
同
意
这
样
的
评
价
，
但
在
出
现
了
罗
著
以
后
，
要
想
说
清
王
国
维
的
某
个
概
念
是
中
国
的
，

确
实
不
再
那
么
理
直
气
壮
了
，
得
更
加
小
心
谨
慎
。」

（
37
） 

朱
光
潜
「
第
三
章
　
詩
的
境
界
―
情
趣
與
意
象
」、『
詩
論
』、
正
中
書
局
出
版
、
一
九
六
二
年
、
五
六
頁
。
原
文：

「
移
情
作
用
的
发
生

是
由
于
我
在
凝
神
观
照
事
物
时
，
霎
时
间
由
于
物
我
两
忘
而
至
物
我
同
一
，
于
是
以
在
我
的
情
趣
移
注
于
物
，
换
句
话
说
移
情
作
用
就
是

死
物
的
生
命
化
或
是
无
情
事
物
的
有
情
化
。」

（
38
） 

羅
鋼
、
前
掲
論
文
、
一
六
八
頁
原
文：
「
因
为
二
者
产
生
的
条
件
是
完
全
不
同
的：

崇
高
感
的
产
生
是
由
物
及
我
，
它
总
是
由
一
个
无
论

是
基
于
数
量
还
是
基
于
力
量
的
巨
大
的
外
物
对
主
体
构
成
的
某
种
压
迫
所
产
生
的
；
而
〝
有
我
之
境
〟
的
特
征
是
〝
以
我
观
物
，
物
皆
著

我
之
色
彩
〟，
它
的
产
生
是
由
我
及
物
的
，
是
由
主
体
把
自
己
的
情
感
和
意
识
外
射
到
周
围
的
景
物
上
而
产
生
的
。
这
种
审
美
经
验
，
颇

近
于
西
方
近
代
心
理
美
学
中
描
绘
的
移
情
现
象
，
这
可
能
就
是
朱
光
潜
对
之
产
生
误
会
的
原
因
。」

（
39
） 

肖
鷹
、
前
掲
論
文
、
六
四
頁
～
六
五
頁
。
原
文：

「
是
席
勒
主
张
的
以
理
想
的
无
限
境
界
和
有
限
的
自
然
境
界
相
对
照
，
并
且
把
有
限
对

象
提
升
到
无
限
境
界
，
把
自
然
变
成
理
想
的
表
现
。」

（
40
） 

王
国
維
は
自
伝
（「
自
序
」）
で
自
ら
の
哲
学
の
学
習
は
ド
イ
ツ
観
念
論
の
哲
学
者
カ
ン
ト
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
パ
ウ
ル
ゼ
ン
等
の

英
訳
さ
れ
た
著
作
に
没
頭
し
た
と
言
及
し
、
日
本
の
哲
学
者
達
の
著
作
及
び
理
論
を
一
切
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、

研
究
者
達
は
ド
イ
ツ
観
念
論
の
学
者
達
の
思
想
と
王
国
維
の
思
想
の
関
連
性
に
集
中
し
て
検
討
し
て
き
た
。

（
41
） 

王
国
維
の
父
親
（
王
国
維
乃
誉
）
が
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
二
年
ま
で
に
書
か
れ
た
日
記
に
基
づ
く
筆
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
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一
年
か
ら
王
国
維
日
本
語
翻
訳
の
専
門
人
材
と
し
て
、
育
成
さ
れ
て
い
た
。
王
国
維
は
日
本
留
学
は
わ
ず
か
半
年
で
挫
折
し
た
が
、
そ
の

後
、
彼
は
翻
訳
の
仕
事
を
通
じ
て
、
自
分
の
関
心
を
持
つ
明
治
時
代
の
西
洋
思
想
の
理
論
書
を
取
集
し
、
備
え
て
い
る
日
本
語
力
で
、
精

読
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
42
） 

楊
冰
「
中
国
近
代
美
学
の
出
発
点
―
境
界
の
概
念
」、『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六
〇
号
、
大
阪
大
学
中
国
学
会
、
二
〇
一
五
年
六
月
、
一
四

二
頁
～
一
五
九
頁
。

（
43
） 

具
体
的
に
、
一
九
〇
四
年：

桑
木
厳
翼
「
荀
子
の
論
理
説
」（
一
九
〇
一
） 

、
高
橋
正
雄
『
管
子
之
倫
理
説
』
（
現
時
点
不
詳
）
、
蟹
江
義

丸
『
孔
子
研
究
』（
一
九
〇
四
）。
一
九
〇
五
年：

遠
藤
隆
吉
『
支
那
哲
学
史
』
（
金
港
堂
書
籍
、
一
九
〇
〇
）
（
訳
文：

「
子
思
之
学
説
」、

「
孟
子
之
学
説
」、「
荀
子
之
学
説
」（
一
〇
四
号
））
一
九
〇
七
年：

井
上
哲
次
郎
『
日
本
陽
明
派
之
哲
学
』
（
一
九
〇
〇
）
、
一
九
〇
七
～

一
九
〇
八
年：

松
村
正
一
「
孔
子
之
学
説
」、『
東
洋
哲
学
』
第
八
編
第
九
号
～
十
二
号
（
一
九
〇
一
）（
訳
文：

「
孔
子
之
学
説
」（
一
六

一
号
～
一
六
五
号
）

（
44
） 

楊
冰
「
王
国
維
の
哲
学
思
想
の
出
発
点
「
正
名
説
」
に
お
け
る
桑
木
厳
翼
の
『
哲
学
概
論
』（
一
九
〇
〇
）
の
影
響
―
王
国
維
の
「
哲
学

辨
惑
」（
一
九
〇
三
）
を
中
心
に
」、『
人
文
学
論
集
』
第
三
二
号
、
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
一
二
一
頁
～
一
四

六
頁
。

（
45
） 

聶
振
斌
編
『
中
国
现
代
美
学
名
家
文
丛 

王
国
维
卷
』、
浙
江
大
学
出
版
社
、
一
五
頁
。
原
文：

「
吾
國
古
書
，
大
率
繁
散
而
無
紀
，
殘
缺

而
不
全
，
雖
有
真
理
，
不
易
尋
繹
，
以
視
西
洋
哲
學
之
系
統
燦
爛
，
步
伐
嚴
整
者
，
其
形
式
上
孰
優
孰
劣
，
故
自
不
可
掩
也
（
略
）
苟
通

西
洋
之
哲
學
，
以
治
吾
中
國
之
哲
學
，
則
其
所
得
當
不
止
此
。
異
日
昌
大
吾
國
固
有
之
哲
學
者
，
必
在
深
通
西
洋
哲
學
之
人
無
疑
也
。」

（
46
） 

例
え
ば
、
理
に
つ
い
て
、
彼
は
「
理
由
」、「
理
性
」、「
道
理
」
の
三
つ
の
意
味
と
し
て
理
解
し
、「
理
性
」
に
お
い
て
、
西
洋
哲
学
の
概

念
の
「
理
性
」
と
同
じ
く
、「
概
念
を
作
る
能
力
で
、
人
間
と
動
物
が
区
別
さ
れ
る
も
の
」
だ
と
、
中
国
の
哲
学
思
想
に
お
け
る
曖
昧
な

概
念
の
「
理
」
の
一
つ
の
意
味
を
明
瞭
に
規
定
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
中
国
の
「
理
」
の
概
念
は
、
宋
代
の
儒
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
倫
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理
学
的
な
意
味
を
持
し
て
い
た
と
い
う
。

（
47
） 
楊
冰
「
中
国
近
代
美
学
の
出
発
点
―
境
界
の
概
念
」、『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六
〇
号
、
大
阪
大
学
中
国
学
会
、
二
〇
一
五
年
六
月
、
一
四

二
頁
～
一
五
九
頁
。

（
48
） 

執
筆
者
は
、
原
作
と
王
国
維
の
訳
書
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
王
国
維
の
翻
訳
の
正
確
さ
に
驚
い
た
。
正
確
な
翻
訳
は
、
原
作
に
対
し
て
の

丁
寧
な
精
読
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
翻
訳
の
作
業
は
学
習
の
作
業
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
。

（
49
） 

楊
冰
、
前
掲
論
文
参
考
。

（
50
） 

訳
文
の
最
後
に
「
こ
の
篇
は
日
本
文
学
博
士
桑
木
厳
翼
の
作
で
、
元
々
早
稲
田
学
報
十
四
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
彼
の
著
作

『
哲
学
辯
惑
附
録
』
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
節
は
荀
子
の
意
を
得
て
い
る
た
め
、
翻
訳
し
た
。（
原
文：

此
篇
乃
日
本
文
學
博
士
桑
木

嚴
翼
之
作
，
載
於
早
稻
田
學
報
十
四
號
，
後
又
印
刷
於
其
所
著
《
哲
學
概
論
附
錄
》
中
，
以
其
說
得
荀
子
之
意
，
故
譯
之
。）」
と
書
か
れ

て
い
る
。

（
51
） 

中
国
の
王
国
維
の
研
究
者
雛
仏
も
自
身
の
著
作
『
王
国
维
哲
学
译
稿
研
究
』
（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
七
頁
～
一

二
八
頁
）
に
お
い
て
こ
の
文
章
は
王
国
維
に
よ
る
翻
訳
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
52
） 

桑
木
厳
翼
、
前
述
著
作
、
四
五
一
頁
。

（
53
） 

桑
木
厳
翼
『
カ
ン
ト
と
現
代
の
哲
学
』、
岩
波
書
店
、
一
九
一
七
年
。

（
54
） 

桑
木
厳
翼
、
前
掲
著
作
、
四
一
六
頁
。

（
55
） 

桑
木
厳
翼
、
前
掲
著
作
、
四
一
八
頁
。
原
文：

「
吾
々
の
思
想
の
形
式
と
実
在
の
形
式
と
は
同
一
で
あ
る
と
云
う
一
の
根
本
の
仮
定
を
有
っ

て
居
る
も
の
で
外
物
は
自
我
の
考
え
て
い
る
通
り
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
仮
定
を
立
て
て
論
理
学
を
組
み
立
て
て
い
く
。」

（
56
） 

桑
木
厳
翼
、
前
述
著
作
、
四
五
一
頁
。

（
57
） 

原
文：

「
自
此
名
之
问
题
而
入
知
之
问
题
，
易
言
以
明
之
，
则
自
名
学
上
之
问
题
而
转
入
知
识
论
上
之
问
题
者
也
。
」
先
ほ
ど
引
用
し
た
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桑
木
の
「
是
制
名
の
根
據
の
問
題
に
し
て
、
そ
の
論
導
て
認
識
の
方
便
の
問
題
に
入
る
べ
し
」
と
共
通
し
て
い
る
。

（
58
） 
原
文：

「
所
谓
天
官
者
即
耳
目
口
鼻
体
与
心
也
。
前
五
者
外
官
，
而
心
，
内
官
也
。
凡
有
相
同
之
感
觉
者
，
天
官
视
其
感
觉
之
原
因
之
物

之
相
同
，
而
以
同
名
命
之
。
而
心
者
，
非
徒
自
己
为
一
天
官
，
又
立
于
他
天
官
之
上
而
统
一
之
者
也
。
」
こ
こ
も
ま
た
先
ほ
ど
引
用
し
た

桑
木
の
「
天
官
と
は
耳
目
鼻
口
心
體
な
り
、
此
中
耳
目
鼻
口
體
は
即
ち
感
官
に
し
て
心
は
統
覚
若
し
く
は
自
己
意
識
と
云
ふ
を
得
べ
し
」

と
共
通
し
て
い
る
。

（
59
） 

桑
木
厳
翼
、
前
述
著
作
、
四
五
三
頁
。

（
60
） 

心
有
徵
知
，
徵
知
則
緣
耳
而
知
聲
可
也
。
緣
目
而
知
形
可
也
。
然
而
徵
知
必
將
待
天
官
之
當
薄
其
類
然
後
可
也
。
五
官
薄
之
而
不
知
，
心

徵
之
而
無
說
則
人
莫
不
然
謂
之
不
知
。

（
61
） 

他
の
引
用
と
い
う
の
は
、
正
名
論
を
論
理
学
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
引
用
文
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
引
用
に
関
し
て
は
引
用

文
の
長
さ
が
引
用
に
続
く
解
釈
の
部
分
よ
り
も
長
い
が
、「
心
の
徴
知
」
の
引
用
は
、
解
釈
は
引
用
文
よ
り
分
量
的
に
七
倍
ほ
ど
の
文
字

が
使
わ
れ
て
い
る
。

（
62
） 

原
文：

「
按
荀
子
此
节
之
言
，
非
于
知
识
论
上
有
深
邃
之
知
识
者
不
能
道
也
。」

（
63
） 

原
文：

「
自
西
洋
古
代
哲
学
家
以
至
近
世
之
汗
德K

ant

，
皆
以
直
观
（Perception

）
但
为
感
性
（Sensibility

）
之
作
用
而
无
悟
性

（U
nderstanding

）
之
作
用
存
乎
其
间
。」

（
64
） 

具
体
的
に
「
悟
性
は
感
覚
に
提
供
さ
れ
る
材
料
を
利
用
し
て
、
そ
れ
を
空
間
に
構
築
し
、
五
感
が
単
に
我
に
材
料
を
提
供
す
る
が
、
そ
れ

に
基
づ
き
客
観
的
な
世
界
を
構
築
す
る
の
は
悟
性
で
あ
る
。
故
に
悟
性
の
助
け
が
な
け
れ
ば
直
観
が
起
き
な
い
。
」
と
述
べ
る
。
原
文：

「
悟

性
利
用
感
觉
中
所
供
给
之
材
料
，
而
构
其
因
于
空
间
中
，
故
五
官
但
供
我
以
材
料
，
而
由
之
以
构
成
客
观
的
世
界
者
，
则
悟
性
也
。
故
无

悟
性
之
助
，
则
直
观
不
得
而
起
也
。」

（
65
） 

原
文：

「
叔
本
华
所
自
矜
为
空
前
绝
后
之
大
发
明
，
复
征
诸
生
理
，
心
理
上
之
事
实
以
证
明
之
。
然
要
之
，
其
充
足
理
由
论
文
第
二
十
一
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章
之
全
文
，
不
过
荀
子
此
节
之
注
脚
而
已
。」

（
66
） 
原
文：

「
外
物
は
直
ち
に
外
官
を
刺
激
し
」

（
67
） 『
王
国
維
全
集
　
第
十
七
巻
』、
前
掲
著
作
、
四
六
〇
頁
。『
王
国
維
全
集
　
第
十
六
巻
』、
前
掲
著
作
、
七
四
五
頁
。

（
68
） 

元
良
勇
次
郎
『
倫
理
学
』、
一
三
一
頁
。
知
覚
に
関
す
る
定
義
は
、
も
う
一
箇
所
が
あ
る
。
原
文：

「
感
覚
は
差
異
の
辨
別
あ
る
感
情
な
り
、

而
し
て
又
感
覚
を
生
ぜ
し
む
る
客
観
的
原
因
を
明
か
に
認
む
る
と
き
は
共
活
動
全
体
を
称
し
て
知
覚
と
云
う
」

（
69
） 

原
文：

「
荀
子
此
处
所
下
心
理
学
上
学
语
之
定
义
，
最
为
精
确
。」

（
70
） 

原
文：

「
人
心
之
抽
象
的
名
称
」

（
71
） 

原
文：

「
生
之
所
以
然
者
谓
之
性
。」

（
72
） 

原
文：

「
性
之
好
恶
喜
怒
哀
乐
谓
之
情
。」

（
73
） 

原
文：

「
于
感
情
外
兼
有
冲
动
之
意
（im

pules

）」

（
74
） 

元
良
の
『
倫
理
学
』
は
十
八
章
立
て
の
中
、
第
一
章
か
ら
第
十
六
章
ま
で
は
心
を
対
象
と
し
て
、
「
心
の
分
解
」
を
詳
し
く
述
べ
る
も
の

で
あ
る
。

（
75
） 

元
良
勇
次
郎
『
倫
理
学
』、
序
の
四
頁
。

（
76
） 

元
良
勇
次
郎
『
倫
理
学
』、
三
三
頁
。

（
77
） 

元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
序
の
三
頁
。
原
文：

「
儒
教
来
り
仏
教
来
り
て
人
民
の
脳
裏
に
侵
入
し
、
数
百
年
其
思
想
を
支
配
し
た
り
。」

（
78
） 

元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
序
の
一
頁
。

（
79
） 

元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
五
二
頁
～
五
五
頁
。

（
80
） 

簡
潔
に
言
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
性
は
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
で
、
情
は
物
に
触
れ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
性
と
情
は
、
水

と
波
の
よ
う
な
関
係
で
、
性
は
水
の
よ
う
で
、
情
は
水
の
波
の
よ
う
で
あ
る
。
動
く
前
は
性
だ
が
、
性
が
動
き
出
し
た
ら
、
情
と
な
る
。
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性
と
情
は
独
立
し
合
う
二
つ
の
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
も
の
で
心
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
て
い
る
。
原
文：

「
賀
瑒
云
「
性
之
与
與
情
，

猶
波
之
与
水
，
静
時
是
水
，
動
則
是
波
，
静
時
是
性
，
動
時
則
是
情
。」
韓
退
之
云
「
性
也
者
與
生
俱
生
也
，
情
也
者
接
於
物
生
也
。」
朱

子
云
「
未
動
則
為
性
，
動
則
為
情
，
所
謂
心
統
動
靜
也
。」
王
刑
公
云
「
性
者
情
之
本
，
情
者
性
之
用
，
故
吾
曰
性
情
一
也
。」
張
子
云
「
心

統
性
情
者
也
。」」
元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
五
三
頁
。

（
81
） 

元
良
勇
次
郎
『
心
理
学
』、
金
港
堂
、
一
八
九
〇
年
、
第
三
章
「
意
識
の
性
質
」
五
一
頁
～
五
八
頁
参
考
。

（
82
） 

王
国
維
は
基
本
的
に
日
本
の
訳
語
の
ほ
う
が
厳
復
の
訳
語
よ
り
原
語
に
忠
実
で
正
確
だ
と
主
張
し
て
い
る
が
、
日
本
語
の
訳
語
の
中
に
も

正
確
で
は
な
い
も
の
を
二
つ
挙
げ
て
い
る
。intuition

の
訳
語
の
「
直
観
」
、idea

の
訳
語
の
「
観
念
」
で
あ
る
。
日
本
人
の
作
っ
た
そ

の
訳
語
「
直
観
」
に
用
い
ら
れ
た
「
観
」
と
い
う
字
は
目
の
感
覚
作
用
（
視
覚
）
の
み
連
想
さ
せ
、intuition

と
い
う
概
念
の
意
味
を
完

全
に
表
せ
な
い
。「
論
新
学
語
之
輸
入
」
と
い
う
文
章
は
王
国
維
が
西
洋
哲
学
の
用
語
の
「
訳
語
」
の
妥
当
性
を
論
じ
る
文
章
だ
と
さ
れ

て
き
た
が
、
先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
彼
の
哲
学
の
出
発
点
が
「
概
念
へ
の
拘
り
」
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
王
国
維
が
論
じ
て
い

る
の
は
単
に
言
語
レ
ベ
ル
の
「
訳
語
」
で
は
な
く
、
中
国
の
思
想
に
は
な
い
、
西
洋
の
哲
学
思
想
の
重
要
な
概
念
を
い
か
に
正
し
く
理
解

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
謝
維
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
、
一
二
六
頁
～
一
三
〇
頁
。

（
83
） 

謝
維
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
、
一
二
八
頁
。
原
文：

「
余
非
謂
日
人
之
譯
語
必
皆
精
確
者
也
。
試
以
吾
心
之
現
象
言
之
，
如idea 

為
〝
觀
念
〟，intuition

之
為
〝
直
觀
〟，
其
一
例
也
。
夫intuition

者
，
謂
吾
心
直
覺
五
官
之
感
覺
，
故
聽
、
嗅
、
嘗
、
觸
，
苟
于
五
官

之
作
用
外
加
以
心
之
作
用
」

（
84
） 

謝
維
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
、
一
二
八
頁
。
原
文：

「
皆
謂
之Intuition

，
不
獨
目
之
所
觀
而
已
。
觀
念
亦
然
。
觀
念
者
，
謂
直

觀
之
事
物
。
其
物
既
去
，
而
其
像
留
于
心
者
則
但
謂
之
觀
，
亦
有
未
妥
，
然
在
原
語
亦
有
此
病
，
不
獨
譯
語
而
已
。
」

（
85
） 

元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
三
〇
頁
、
原
文：

「
萬
有
ノ
本
質
ハ
皆
物
質
ニ
ア
リ
。」

（
86
） 

元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
三
〇
頁
、
原
文：

「
萬
有
ノ
本
質
ハ
精
神
ノ
觀
念
ナ
リ
。
」
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（
87
） 「
此
説
ノ
意
最
モ
深
シ
、
著
者
ハ
此
説
ヲ
取
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
し
て
紹
介
す
る
。
元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
三
一
頁
。

（
88
） 
元
良
勇
次
郎
『
心
理
学
』、
三
一
頁
～
三
二
頁
。「
精
神
モ
見
樣
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
客
觀
的
ト
ナ
リ
、
又
外
物
モ
見
樣
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
主
觀
的
ト
ナ

ル
モ
ノ
ナ
リ
」、

（
89
） 

そ
の
後
、
例
と
し
て
大
江
千
里
の
歌
を
挙
げ
る
。「
月
み
れ
ば
　
ち
ぢ
に
者
こ
そ
　
悲
し
け
れ
　
わ
が
見
一
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
」
（『
古

今
集
』）
月
は
悲
し
み
を
引
き
起
こ
す
理
が
な
く
、
月
を
主
観
的
に
見
て
心
中
の
悲
し
み
を
月
に
帰
し
た
、
と
こ
の
歌
を
分
析
す
る

（
90
） 『
王
国
維
全
集
　
第
十
七
巻
』
三
三
〇
頁
。
原
文：

「
月
與
鈴
豈
有
興
悲
之
理
乎
？
唯
此
物
現
于
主
觀
的
，
遂
以
在
心
中
之
悲
歸
於
物
耳
。」

（
91
） 

元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
三
五
頁
。

（
92
） 

葉
嘉
瑩
、「
附
録
　
從
《
人
間
詞
話
》
看
溫
韋
馮
李
四
家
詞
的
風
格
－
兼
論
晚
唐
五
代
時
期
詞
在
意
境
方
面
的
拓
展
」、
前
掲
著
作
、
四
二

二
頁
～
四
二
三
頁
。
原
文：
「
解
說
溫
韋
詞
只
要
把
字
句
方
面
的
跳
接
轉
折
之
處
加
以
說
明
，
就
可
以
大
致
把
他
們
詞
的
好
處
介
紹
出
來

了
。
而
正
中
詞
之
難
解
既
不
在
於
字
句
，
所
以
僅
做
字
句
的
說
明
，
對
於
了
解
正
中
詞
乃
是
全
然
無
益
的
一
件
事
。
要
想
了
解
正
中
詞
真

正
的
好
處
，
就
一
定
要
把
其
詞
中
深
厚
豐
美
的
意
蘊
介
紹
出
來
纔
可
以
，
而
正
中
詞
之
意
藴
卻
又
表
現
得
如
此
幽
咽
惝
恍
不
可
確
指
，
這

才
是
最
大
的
一
個
難
題
。」
日
本
語
訳：

「
温
と
韋
の
詞
を
解
釈
す
る
場
合
は
、
文
字
の
繋
が
り
や
転
折
な
ど
を
説
明
す
れ
ば
大
概
そ
の

良
さ
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
や
り
方
は
馮
の
詞
の
解
釈
に
は
全
く
役
に
立
た
な
い
。
彼
の
詞
の
本
当
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
に
は
、
詞
の
豊
か
で
深
く
て
美
し
い
含
蓄
を
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
含
蓄
は
幽
咽
で
惝
恍
で
確
実
に
捉
え
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
最
大
の
難
題
で
あ
る
。」

（
93
） 

葉
嘉
瑩
「
附
録

　
從
《
人
間
詞
話
》
看
溫
韋
馮
李
四
家
詞
的
風
格
－
兼
論
晚
唐
五
代
時
期
詞
在
意
境
方
面
的
拓
展
」、
前
掲
著
作
、
四
〇

二
頁
、
原
文：

「
和
淚
試
嚴
妝
五
字
的
評
語
，
嚴
妝
是
濃
麗
，
而
和
淚
則
是
哀
傷
，
透
過
濃
淚
的
色
彩
來
表
現
悲
哀
，
這
正
是
正
中
詞
的

特
色
。」
ま
た
、
十
一
則
に
お
い
て
、
王
国
維
は
馮
の
詞
の
風
格
が
「
深
く
て
美
し
い
、
宏
く
て
約
や
か
」
と
評
価
し
て
い
る
。

（
94
） 

現
代
語
訳：

「
庭
は
奥
深
く
、
深
さ
は
ど
れ
ほ
ど
に
な
ろ
う
か
。
柳
は
朝
の
も
や
を
積
み
上
げ
、
簾
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
幾
重
に
も
重
な
っ
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て
い
る
。
豪
華
な
（
玉
の
く
つ
わ
と
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
く
ら
）
馬
車
が
遊
び
に
行
く
と
こ
ろ
、
高
殿
が
高
く
と
も
花
柳
の
巷
が
見
え

な
い
。
雨
は
横
様
に
吹
き
、
風
は
吹
き
荒
れ
る
三
月
の
暮
れ
。
門
は
た
そ
が
れ
を
閉
め
出
す
が
、
春
を
引
き
止
め
る
手
立
て
が
な
い
。
涙

眼
で
花
に
問
い
か
け
て
も
花
は
語
ろ
う
と
し
な
い
。
散
っ
た
花
び
ら
が
ブ
ラ
ン
コ
の
ほ
う
に
飛
ん
で
ゆ
く
。」

（
95
） 

柳
が
茂
っ
て
い
る
様
子
や
靄
が
篭
っ
て
い
る
様
子
な
ど
で
春
の
朝
を
暗
示
し
て
い
る
。

（
96
） 

こ
こ
ま
で
、
庭
の
深
さ
に
対
す
る
問
い
か
け
以
外
に
、
他
は
全
部
状
況
の
描
写
と
説
明
で
あ
る
。

（
97
） 

葉
嘉
瑩
「
附
録
　
從
《
人
間
詞
話
》
看
溫
韋
馮
李
四
家
詞
的
風
格
－
兼
論
晚
唐
五
代
時
期
詞
在
意
境
方
面
的
拓
展
」
前
掲
著
作
、
四
〇
七

頁
～
四
〇
八
頁
。

（
98
） 

葉
嘉
瑩
、
繆
鉞
共
著
『
靈
豀
詞
說
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
二
五
八
頁
～
二
六
七
頁
。

（
99
） 『
人
間
詞
話
』
第
二
十
八
則
。
原
文：

「
其
淡
語
皆
有
味
，
浅
語
皆
有
致
」

（
100
） 『
人
間
詞
話
』
第
二
十
九
則
。
原
文：
「
少
游
詞
境
最
為
淒
惋
。
至
可
堪
孤
館
閉
春
寒
，
杜
鵑
聲
裏
斜
陽
暮
，
則
變
為
淒
厲
矣
。
東
坡
賞

其
後
二
語
，
猶
為
皮
相
。」

（
101
） 

原
文：

「
東
坡
賞
其
後
二
語
，
猶
為
皮
相
。」

（
102
） 

現
代
語
訳：

「
霧
が
濃
く
て
楼
殿
が
見
え
な
く
な
り
、
月
の
明
か
り
で
は
川
の
渡
り
場
を
探
そ
う
と
し
て
も
迷
っ
て
し
ま
う
。
桃
源
郷
を

尋
ね
よ
う
に
も
尋
ね
る
術
が
な
い
。
ひ
っ
そ
り
と
し
た
旅
館
に
早
春
の
寒
さ
の
中
、
閉
じ
て
お
り
、
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ホ

ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
の
中
に
夕
日
が
沈
ん
で
い
く
。
手
紙
を
送
る
が
、
積
み
重
な
っ
た
こ
の
恨
み
は
極
ま
り
が
な
い
。
郴
江
は
本
来
郴
山

を
巡
っ
て
流
れ
る
も
の
な
の
に
、
ど
う
し
て
瀟
湘
ま
で
流
れ
去
っ
て
い
く
の
か
。
」

（
103
） 

程
怡
「
元
祐
六
年
后
的
苏
秦
关
系
及
其
他
－
试
论
秦
观
《
踏
莎
行
》
的
曲
折
寄
托
」
、
『
華
東
師
範
大
学
学
報
』
第
三
五
巻
第
六
期
、
二
〇

〇
三
年
一
一
月
、
一
〇
三
頁
、
一
一
〇
頁
参
考
。


